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主な内容
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『 お兄ちゃん  きれいになったね 』
　　　　　　　7 月 5 日（土）かわうち・まりん・びーち

アマ藻クリーン大作戦

アマ藻クリーン大作戦の様子をスマートフォンなどでご覧いただ

けます。「COCOAR」アプリをダウンロードし、左のムチュランに

かざすと動画が再生されます。

◇ 議会だより … 12 p 〜 15 p
◇ 市職員募集 ほか … 16 p 〜 17 p
◇ お元気ですか！保健コーナー ほか … 18 p 〜 21 p
◇ むつ市情報ポケット ほか … 22 p 〜 25 p
◇ ある日、どこかで・・・ … 26 p

◇  【連載】実現しよう！「つながるまち」シリーズ④ … 2 p
◇ 敬老事業が変わります ほか … 3 p
◇ 図書館からのお知らせ ほか … 4 p 〜  5 p
◇ 暮らしに役立つ税情報 ほか … 6 p 〜  7 p
◇ 農地の借受・貸付希望者募集 ほか … 8 p 〜  9 p
◇ 【連載】 知って安心！介護保険情報 ほか … 10 p 〜 11 p



( 2 )( 3 ) ２０１４年７月２５日号２０１４年７月２５日号

④

〈問合せ先〉

市市民連携広報課　 22-1111 内線 2152市市民連携広報課　 22-1111 内線 2152

　
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
住
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し
合
う

「
ご
近
所
知
恵
だ
し
会
議
」
。
今
年
度
は
青
森
中
央
学
院
大
学
専

任
講
師
の
佐
藤
淳
氏
が
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ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
、
同
大
学
佐
藤
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ミ
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年
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森
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立
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学
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が
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内
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な
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と
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に
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す
。

　
第
１
回
目
は
去
る
６
月
22
日
（日）
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
大
湊

新
町
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
「
ま
ち
の
魅
力
再
発
見
！
自
慢
で

き
る
大
湊
新
町
へ
！
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
市
民
協
働
ま
ち
づ
く
り

会
議
委
員
と
市
職
員
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
「
ワ
ー
ル
ド
・

カ
フ
ェ
」
形
式
に
よ
る
知
恵
だ
し
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　会
議
に
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
、
大
湊
新
町
を

探
索
し
た
ほ
か
、
町
内
の
ネ
ブ
タ
の
紙
貼
り
作
業

も
体
験
。
会
議
で
は
「
よ
そ
者
・
若
者
」
の
視
点

が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
話
し
合
い
の
幅
も
広
が

り
、
町
内
の
み
な
さ
ん
・
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も

刺
激
的
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　学
生
か
ら
は
、
「
地
元
の
方
と
外
部
の
方
が
意

見
交
換
す
る
と
、
様
々
な
考
え
方
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
し
た
。
地
元
の
方
か
ら
は
地
域
を
良
く
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
こ
う

い
っ
た
機
会
は
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
」
、
ま

た
、
町
内
会
の
方
か
ら
は
、
「
町
内
会
以
外
の
人

と
意
見
交
換
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
視
点
の
違

う
意
見
が
聞
け
た
。
」
、
「
町
内
の
事
を
再
発
見

す
る
事
が
で
き
、
何
事
も
前
向
き
に
考
え
よ
う
と

思
っ
た
。
」
な
ど
、
様
々
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

「
自
慢
で
き
る
大
湊
新
町
！
」
を
目
指
し
て
、
今

回
出
さ
れ
た
知
恵
を
活
か
し
、
町
内
の
み
な
さ
ん

と
学
生
た
ち
が
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
更
に
楽
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

大
湊
新
町
の
魅
力
再
発
見
！

→
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
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←
町
内
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　学
生
が
知
恵
だ
し

※

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
形
式
と
は
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
、
メ
ン

　バ
ー
の
組
み
合
わ
せ
を
変
え
な
が
ら
少
人
数
で
対
話
を
行
う
方
法
で
す
。

敬老事業が変わります
　市では、急速な高齢化の進展、高齢者の孤立化など社会情勢の変化に伴い、高齢者の見守り活動を推

進していくため、今年度から敬老事業を見直すこととしました。

　敬老見守り事業

　お住まいの地域の民生委員が 8月中に、今年度 77歳以上になられる

方のお宅を訪問し、近況を伺いながら敬老記念品をお配りします。

　敬　　老　　会

　昨年まで 75歳以上の方々を対象に市内各地区で開催していましたが、

これまでの参加者の状況や他市の敬老会の状況等を勘案し、次のように

開催方法を変更することとしました。

〈対象〉

　敬老見守り事業と同様77歳以上の方

〈いつ・どこで〉

　○むつ地区　　　　　9月29日（月）プラザホテルむつ

　　　　　　　　　　　9月 30日（火）むつグランドホテル

　○大畑地区　　　　　10月  2日（木）大畑体育館

　○川内・脇野沢地区　10月  8日（水）川内体育館

　　※各会場とも午前10時～正午

〈どんな〉

飲酒会食ではなく、記念式典と舞台余興を楽しんでいただく内容とな
ります。

〈ご案内方法〉

お住まいの地域の民生委員が8月中に訪問しご案内しますので、ご協
力をお願いします。

〈問合せ先〉
市介護福祉課介護福祉担当
( 22-1111内線 2563

　近年、防災行政用無線から雑音等が流れるという

現象が発生しています。

　これは、「スポラディックＥ層」と呼ばれる、特殊

な電離層が日本上空に発生し、通常は届くことのな

い、他自治体が発した防災行政用無線の電波等がこ

の電離層にはね返され、当市に到達してしまうこと

で起こっていると考えられます。

　この「スポラディックＥ層」は、5月から8月にか

けて日本上空に発生しやすいことはわかっています

が、発生の原因や仕組は解明されておらず、現段階

では、混信や雑音等を防ぐ有効な対処法が確立され

ていないため、当市を含め、多くの自治体において

対応に苦慮しています。

防災行政用無線
雑音等が流れる現象について

〈詳しくは〉
市防災政策課( 22-1111内線 2134

　また、雷の影響により、雑音等が流れる場合もあ

りますが、「スポラディックＥ

層」による混信や雑音等と同

様、有効な対処法がありませ

ん。

　市民のみなさまには大変ご

迷惑をおかけしますが、この

ような事情をご理解いただき

ますようよろしくお願いしま

す。

( 
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図書館からのお知らせ
詳しくは市立図書館へ
(28-3500　     28-3400

～今月の新着案内～　※掲載しきれなかった新着図書は『図書館新着だより』（毎月発行・館内にて配布）をご覧ください

【  教 養 ・ 実 用  】

【  文 学 ・ 小 説  】

ポケットに物語を入れて

白書の白書2014年版

主婦 40歳、復職めざしてます

配慮の必要な保護者への支援

小学生のノート術

“軍事遺産”をゆく

ネットに奪われる子どもたち

知っているようで知らないボイラ雑学ノート

コウケンテツのおやこ食堂

冷たいデザートレシピ

林業新時代

女を観る歌舞伎

本能寺の変 431年目の真実

決断

風

迷子の王様

平凡

ことり屋おけい探鳥双紙

狂書伝

八月の六日間

決断

ホリデー・イン

寂しい丘で狩りをする

盲目的な恋と友情

ミチルさん、今日も上機嫌

瓜子姫の艶文

角 田 光 代

木本書店編集部

現 代 洋 子

西 館 有 沙

関 塾

イカ ロ ス 出 版

清 川 輝 基

中    井　多喜雄

コ ウ ケ ン テ ツ

脇       雅 世

佐 藤 宣 子

酒 井 順 子

明    智　憲三郎

島 田 明 宏

青 山 七 恵

垣 根 涼 介

角 田 光 代

梶　        よう子

勝    山　海百合

北 村　    薫

小 杉 健 治

坂 木    　 司

辻 原    　 登

辻 村 深 月

原 田 ひ 香

坂    東　眞砂子

眠る魚

虚ろな十字架

女系の総督

夜は終わらない

氷結の岩

山本周五郎長篇小説全集 第 15巻

キリンがくる日

はしれ、トト!

はじめてのてんきえほん

14歳からわかる生命倫理

林業男子

月が導く異世界道中4

とあるおっさんのVRMMO活動記2

転生したらスライムだった件1

なりたい二人

“鉄”旅あおもり決定版

監督川島雄三松竹時代

黒船異聞／北の涯の226

坂    東　眞砂子

東 野 圭 吾

藤 田 宜 永

星 野 智 幸

溝 口    　 徹

山    本　周五郎

志茂田　景    樹

チ ョ ウ ン ヨ ン

武 田 康 男

雨 宮 処 凛

山    崎　真由子

あずみ              圭

椎名　ほわほわ

伏 瀬

令　丈　ヒロ子

泰 斗 舎

カワシマクラブ

田　中　こうき

【  児童・ティーンズ 】

【  郷 土 資 料  】

８月の図書館カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

     1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31 　　　は休館日です

 『むつ市詩歌コンクール』
作品募集！

◆ 詩の部

応募は1人 1編までとし、400字詰め原稿用紙2枚まで

◆ 短歌の部・俳句の部・川柳の部

応募は1人 2首（句）までとし、所定の応募用紙または

ハガキ・FAX・メール（個人のみ）にて

〈応募資格〉 市内在住の方 ※市内に通学、通勤する方を含む

〈応募規定〉 

作品は未発表のもので、各部門とも小学生・中学生・

高校生・一般ごとに募集します。

〈応募方法〉 

応募作品には応募部門、住所、氏名、年齢、電話番号

を明記し、市立図書館まで直接ご持参いただくか、郵送、

FAX、メール（個人のみ）でご応募ください。

※メールの場合、タイトルに「詩歌コンクール応募」と明記

〈応募用紙配付場所〉 

市立図書館 、市役所本庁舎総合案内、川内・大畑・脇

野沢庁舎、中央・川内・大畑・脇野沢公民館

〈応募期間〉 8月 1日（金）～9月10日（水）

〈応募先〉   

　〒035-0073            　　　

　　むつ市中央二丁目3番 10号

　　むつ市立図書館「詩歌コンクール」係宛

　　　　(28-3500　 28-3400 

　　　　mt-toshokan@city.mutsu.lg.jp

上映日 タイトル

8月 2日（土）ホートン ふしぎな世界のダレダーレ（87分）

8月 3日（日）カーズ（116分）

8月 4日（月）ロボッツ（90分）

8月 5日（火）バグズ・ライフ（97分）

8月 6日（水）ファインディング・ニモ（100分）

8月 7日（木）アントブリー（89分）

8月 8日（金）ボルト（96分）

8月 9日（土）くもりときどきミートボール（90分）

入場無料 夏休み子ども映画劇場

 ～市立図書館あすなろホールにて上映～
　

　市立図書館では夏休み期間中、子ども向けアニメを中

心とした上映会を開催します。入場は無料です。みなさ

んのお越しをお待ちしています。

〈い　つ〉 午前 10時からと午後1時からの1日2回上映

（同じ作品を上映） 

　【第 3回 「雁の寺」上映運動】
　歯科医の高瀬達夫先生は、生前精力的に文化活動へ身を

投じました。三十年ほど前に青森文化会館で、川島監督作

品「雁の寺」一本を持ち込み、上映会の催し、三百人の観衆

を集め成功したことがあります。「青森の映画ファンのレベ

ルが、むつ市と違う」と驚嘆したものです。

　むつ市だって、映画人口が少ないと私は思っていません。

ただ地元の活躍する人に対する関心が低いだけです。川島

雄三監督は、喜劇映画の達人と言われ定評があります。

　しかし、「雁の寺」（昭和37上映・大映）をみるとビック

リします。その人生の読みの深さに圧倒されます。心理描

写はスゴイです。

　スクリーンに雪隠を出し、ウンチがたまれば汲む。「幕末

太陽傳」でも遊郭のトイレが出てきます。これは、私なりに

言うと、川島監督ならではの「排泄哲学」です。「雁の寺」をみ

ていると、人は多かれ少なかれ秘密があります。

　この映画に出てくる

慈海住職（三島雅夫）、

里子（若尾文子）の孤独

感がよく表出されてい

て見事です。私にとっ

て、「映画と人生」は大

きな課題の一つです。

また現代人の深層心理をえぐり追求する川島のような監督

は、ざらには居ないと思います。しかもラスト・シーンでは、

積み木くずしのようで完成度を高めつつも壊して見せるの

です。「雁の寺」は、川島監督が四十四歳の作品です。

                              地域史研究者 鳴海 健太郎　

映画監督 川島雄三ってどんな人？
市立図書館川島雄三記念室 シリーズ③

無料 「日曜シネマ」上映案内
　大人が楽しめる作品を中心に、毎月第2日曜日に開

催します。

〈い　つ〉 8月 10日（日）・午後2時～

〈どんな〉 マスク・オブ・ゾロ

（マーティン・キャンベル監督、1998年アメリカ）

２０１４年７月２５日号２０１４年７月２５日号

有料広告募集中！
☆下１段（縦 5.2cm×横18.1cm） ………31,500円 → 24,000円（税込み）
☆下１段の1/2（縦 5.2cm×横 9.0cm） …15,750円 → 12,000円（税込み）

市政だよりに広告を掲載しませんか？

〈詳しくは〉
市市民連携広報課( 22-1111内線 2154

新料金になりました！
広告枠に限りがありますので、お早めにお申込みください。
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市税を滞納すると・・・

◆ 延滞金がかかります
　市税を滞納すると、その納期限の翌日から納付されるまでの日数

に応じ、未納税額に次の割合を乗じて計算した延滞金を本税にあわ

せて納付しなければなりません。

①平成 25年 12月 31日までの期間の割合→年14.6％

　（納期限の翌日から1か月を経過する日までの期間は「年7.3％」と「各年の

前年の11月 30日の商業手形の基準割引率＋4％」のいずれか低い割合）

②平成 26年 1月1日以降の期間の割合→特例基準割合（各年の前々年

10月から前年 9月までにおける国内銀行の新規の短期貸出約定平均金利

の平均割合＋1％）に年 7.3％を加算した割合

　（納期限の翌日から1か月を経過する日までの期間は特例基準割合＋1％。

ただし年7.3％を超える場合は年7.3％）

◆ 督促状が送付されます
　納付の期限を過ぎても納付されない場合には、市より督促状を送

付します。この督促状を発した日から10日を経過した日までに完納

滞納処分は法律に基づく強制処分です
○督促および差押（地方税法第 329条、331条等）

　納期限までに完納しない場合は、督促状により督促しなけ

ればなりません。また、督促を発した日から起算して10日

を経過した日までに、その督促にかかる市税を完納しないと

きには、その滞納者の財産を差押えなければなりません。

○財産調査（国税徴収法第141条〜146条）

　滞納処分のために必要があるときは、関係者（滞納者、金融

機関、勤務先、取引先等）に質問および検査をすることができ

ます。また、滞納者の物または住居等（自宅、事業所、工場等）

について捜索することができ、必要に応じ戸や金庫等を開か

せ、または自ら開き、出入りを禁止する等の処分をすること

ができます。

○財産差押（国税徴収法第 56条〜 74条）

　動産、有価証券、債権（預金、給与、売掛金等）、不動産など、

差押禁止財産（国税徴収法第75条～78条）以外のあらゆる財産

を対象として差押を行います。

○換価（国税徴収法第 67条、第 89条〜第127条）

　差押えた金銭債権は、その相手方（金融機関、勤務先、取引

先等）から直接取り立てます。また、その他の財産について

は公売手続きにより換価します。

○配当（国税徴収法第128条〜第135条）

　換価代金を差押にかかる市税等に充当します。

されない場合は、滞納処分を受けることになります。

◆ 滞納処分とは？
　滞納処分とは、期限内に納付した方と期限を過ぎても納付しない方との負担の公平を図るため、納税者が自主的

に納付しない場合にこれを強制的に徴収するための手続きをいい、具体的には次の手順で行われます。

〈問合せ先一覧〉
市税務課　(22-1111
　市民税担当　　 内線2212〜2215

　固定資産税担当 内線2222〜2225

　納税管理担当　 内線2252・2253

　収納担当　　　 内線2232〜2236

川内庁舎管理課　　(42-2111
大畑庁舎管理課　　(34-2111
脇野沢庁舎管理課　(44-2111

暮らしに役立つ

          税 情 報

①財産の差押
　督促状の送付を受けても納付されない場合には、

財産について差押が行われます。差押を受けた納

税者は、その財産を処分することができなくなりま

す。差押の対象となる財産は、土地・建物といった

不動産、売掛金といった債権（給与収入、家賃収入、

預金、生命保険金、国税還付金等）あるいは動産（自動

車等）、有価証券など、多様なものとなっています。

②差押財産の公売
　差押を受けてもなお納付されない場合には、市に

より差押えられた財産が売却（公売）され、その売

却代金が滞納市税に充当されます。なお、差押えら

れた財産が債権の場合には、市により直接取立てが

行われ、その金銭が滞納市税に充当されます。

〈詳しくは〉収納担当

納税作品募集中！

　小・中学生を対象に納税に関する作文、ポスター、

習字を募集しています。夏休み中に取り組み、学校

を通してご応募ください。参加賞もあります！　

　応募作品の詳細はお問合せください。

〈詳しくは〉納税管理担当

『 施設を管理する団体 』を公募します

　市では、平成 27年度から次の施設を管理する「指定管理者」を公募します。

　指定管理を希望する法人その他の団体（法人格の有無は問いません）は、次の日程で説明会を開催しますので必ずご

出席ください。なお、この説明会を欠席された場合には、応募資格がありませんのでご注意ください。

　指定管理者は、応募者の中から候補者を選定し、むつ市議会の議決を経て指定されます。

〈詳しくは〉
市総務課行革推進担当( 22-1111 内線 2122

公募する施設 説明会日時 説明会場 問合せ先

大畑中央公園
むつ市兎沢スキー場

7月29日（火）
午前10時〜（2時間程度）

市役所本庁舎
第 4会議室

市市民スポーツ課

( 22-1111内線 2471

むつ来さまい館
むつ下北観光物産館
むつ市イベント広場

7月31日（木）
午後1時 30分〜
（1時間程度）

市役所本庁舎
第 4会議室

市商工観光課

( 22-1111内線 2642

むつ市心身障害者ふれあいの家
8月5日（火）

午後1時 30分〜（2時間程度）
むつ市心身障害者
ふれあいの家集会室

市障害福祉課

( 22-1111内線 2595

むつ市海と森ふれあい体験館
8月7日（木）

午後 2時〜（1時間程度）
市役所本庁舎
第 3会議室

市生涯学習課

( 22-1111内線 3143

脇野沢瀬野・滝山・源藤城牧野
むつ市営瀬野・源藤城・滝山畜舎
むつ市脇野沢いのししの館
むつ市脇野沢体験農園
むつ市脇野沢野営場
むつ市脇野沢リフレッシュセン
ター鱈の里

8月8日（金）
午前10時〜
（2時間程度）

脇野沢地域交流センター
集会室

脇野沢庁舎産業建設課

( 44-2111内線 52

家庭生ごみを手軽に減量　堆肥として活用

「ダンボールコンポスト講習会」開催
　市では、ごみの減量化を推進するため、家庭から出る生ごみを安価で手軽に減量し、新たな資源（堆肥）として活用

できる『ダンボールコンポスト』の講習会を開催します。

　ごみの減量について、お子さんやご家族のみなさんと一緒に取り組んでみませんか？　生ごみを堆肥に変えて、家

庭菜園や園芸等に利用しましょう！

〈定員〉30名（各回とも先着順）

〈申込方法〉 

お電話にてお申し込みください。お申し込み時に、お

名前、ご住所、電話番号、参加を希望される回をお伝

えください。

〈申込締切〉 8月1日（金）

※参加者には、ダンボールコンポストに必要な材料（ピートモス・

くんたん）をプレゼントします。１世帯１つに限ります。ダン

ボールの配布はありませんので、ご自分でご用意ください。

〈開催スケジュール〉　いずれも午後 2時〜

回 い　つ どこで

1     8月4日（月） 海老川コミュニティセンター

2     8月5日（火） 市中央公民館

3     8月6日（水） 大曲コミュニティセンター

4     8月7日（木） 下北文化会館

5    8月8日（金） むつ来さまい館

〈問合せ・申込先〉
市環境政策課廃棄物対策担当 (22-1111内線 2462

２０１４年７月２５日号２０１４年７月２５日号
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○原案説明会

〈い　つ〉 8月 7日（木）午後6時 30分～

〈どこで〉 大畑公民館

○原案縦覧および都市計画公聴会公述人募集

〈い　つ〉 8月 8日（金） ～ 21日（木）午後5時 15分まで

〈どこで・申込み先〉

　　　　 市都市政策課、大畑庁舎産業建設課

○都市計画公聴会

〈い　つ〉 8月 26日（火）午後6時 30分～

〈どこで〉 大畑公民館

　※公聴会は、公述人の申し出がない場合行いません。

むつ都市計画市場の決定 原案説明会等開催
　市では、むつ市大畑漁港地区内の魚市場整備のために都市計画である市場の決定原案を作成しました。

　この原案についての説明会等を開催します。

〈問合せ・申込先〉
市都市政策課都市計画担当( 22-1111内線 2743

市場の決定予定箇所

大畑町魚市場
 約 0.7ヘクタール

〈問合せ先〉
市農林畜産振興課農林担当( 22-1111内線 2621
公益社団法人あおもり農林業支援センター

( 017-773-3131　( 090-1490-1086（下北地域担当）
　: http://www.aoimori-norin.jp/

　公益社団法人あおもり農林業支援センターでは、県から農地中間管理機構の指定を受け、農地中間管理事業を実施

しています。

　この事業は、経営規模を縮小する出し手農家から機構（支援センター）が農地を借り入れ、規模拡大する受け手農家

に、まとまった農地を貸し付けるものです。

　受け手の公募は、7月1日から実施しており、7月末、10月末、来年1月末に取りまとめて翌月に機構（支援センター）

のホームページに掲載します。

　また、農地を機構に貸したい希望者（出し手）についても、受付けを開始しています。

　応募用紙は市農林畜産振興課はじめ、各庁舎の産業建設課に用意しています。

　　農地中間管理事業のメリット

【農地を貸す方】

①契約期間が終われば農地は確実に戻ります。

②機構が賃借料を支払いますので、安心・確実で、手間がかかりません。

③機構が経営継承相手となり農業者年金の「特例付加年金」受給が可能となります。

④以下の要件を満たせば、市から「集積協力金」等が受けられます。

【農地を借りる方】

①毎年の賃借料の払い込みは、機構に申し込めば、口座から自動振替が可能になり、手間がかかりません。

②地主が複数いても、機構と契約するだけで済みます。

③機構からまとまった農地 (受け手の要望に応じて簡易な基盤整備をする場合もある）を借り受けることで、農作業

の効率化が可能です。

農地の借受・貸付希望者募集
農地中間管理事業で有利に規模拡大を！

  

　農地中間管理事業の要件など詳細については、市農林畜産

振興課、農地中間管理機構（公益社団法人あおもり農林業支

援センター）または機構の地域担当へご相談ください。

対象者・対象農地 要  件 単      価

地
域
集
積
協
力
金

市町村内の「地域」

※「地域」とは、集落、大字、

学区など同一市町村の区域

「地域」内の農地の一定割合

以上が、各年の12月末時点

で機構に貸し付けられてい

ること

経
営
転
換
協
力
金

・経営転換する農業者

・リタイアする農業者

・農地の相続人

経営している全農地（10aを

除くことが可能）を10 年以

上貸し付けし、かつ、受け手

に貸し付けられること

耕
作
者
集
積
協
力
金

・機構借受地に隣接する農地

・借受希望者の経営農地に隣

接する農地

・面的集積要件を満たす２筆

以上の農地

対象農地を10年以上貸付し、

かつ、受け手に貸し付けら

れること

単価は機構への貸付割合による　　（万円 /10a ）

貸付割合 H26〜 H27 H28 〜 H29 H30
2〜 5割以下 2.0 1.5 1.0
5 〜 8割以下 2.8 2.1 1.4
8 割超 3.6 2.7 1.8

単価は機構への貸付面積による　　（万円 /戸）

貸 付 面 積（ha） 単　価
0.5ha 以下 30

0.5 〜 2.0ha 以下 50
2.0ha 超 70

単価は次のとおり  　　　　  　    （万円 /10a ）

H26〜 H27 H28 〜 H29 H30
2.0 1.0 0.5

２０１４年７月２５日号２０１４年７月２５日号

　
国
民
健
康
保
険

　
　
　
保
険
証
送
付
等
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

〈
問
合
せ
・
申
請
先
〉

市
国
保
年
金
課
国
保
担
当

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
４
３
３

各
庁
舎
市
民
福
祉
課

川
内
庁
舎
　  

(
42

−

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
　  

(
34

−

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
(
44

−

２
１
１
１

と
も
に
世
帯
主
宛
に
送
付
し
ま
す
。
ま
だ
申
請
を
済

ま
せ
て
い
な
い
方
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、「
マ
ル
学
」の
保
険
証
を
お
使
い
の
方
が
、

卒
業
等
で
学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合
も
届
出
が
必
要

で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
、
国
保
の
資
格
を
持
っ
た

ま
ま
と
な
り
、
二
重
に
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈「
マ
ル
学
」の
保
険
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の
〉

・
在
学
証
明
書（
平
成
26
年
度
分
）

〈「
マ
ル
学
」の
保
険
証
が

必
要
な
く
な
っ
た
と
き
は
手
続
き
が
必
要
〉

　
卒
業
や
社
会
保
険
へ
の
加
入
等
の
場
合
は
、
む
つ

市
国
保
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
次
の
①
・
②
を
準
備
し
て
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
「
マ
ル
学
」
の
保
険
証

②
社
会
保
険
や
国
保
等
の
新
し
い
保
険
証
（
コ
ピ
ー
可
）

　
な
お
、
卒
業
後
、
社
会
保
険
等
に
加
入
さ
れ
な
い

場
合
は
、
住
民
票
が
あ
る
市
町
村
の
国
保
に
加
入
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

●
国
保
加
入
の
70
～
74
歳
の
み
な
さ
ま

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に
送
付

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）の
高
齢
受
給
者
証
（
白
い

カ
ー
ド
）が
８
月
１
日
付
け
で
更
新
と
な
り
、
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に
簡
易
書
留
に
よ
り
送

付
し
ま
す
。（
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
高
齢
受
給
者
証

は
８
月
１
日
以
降
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る
な
ど
し
て
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
８
月
に
な
っ
て
も
高
齢
受
給
者
証

が
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

●
新
し
い
国
保
保
険
証
は

９
月
下
旬
に
送
付

　
現
在
お
持
ち
の
国
保
保
険
証
の
有
効
期
限
は
９
月

30
日
で
す
。
10
月
か
ら
の
保
険
証
は
９
月
下
旬
に
保

険
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
簡
易
書
留
で
送
付

し
ま
す
。（
受
け
取
り
の
際
は
受
領
印
が
必
要
で
す
。
９

月
下
旬
に
長
期
不
在
な
ど
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
送
付
先
を
変
更
で
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。）

●
学
生
用
保
険
証
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ま

年
に
一
度
申
請
が
必
要
で
す

　
住
民
票
は
む
つ
市
以
外
に
移
し
て
い
て
、
む
つ
市

の
学
生
用
保
険
証
（
通
称
「
マ
ル
学
」の
保
険
証
）を
お

使
い
の
方
は
、
年
に
一
度
申
請
が
必
要
で
す
。
平
成

26
年
４
月
以
降
に
申
請
を
済
ま
せ
て
い
る
方
へ
は
、

10
月
か
ら
の
保
険
証
を
９
月
下
旬
に
、
ご
家
族
分
と
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〈問合せ・申込先〉
福寿荘（川守町）( 29-1800
禄寿荘（新　町）( 23-5800
長寿荘（関　根）( 25-2030
市介護福祉課介護福祉担当

( 22-1111内線 2563

　「老人憩の家」をご存じですか？

　市内3か所にあるこの施設は、高齢者の方々がさまざまな

社会活動や趣味、スポーツ、学習等を通じて地域社会の交流

を深める場として活用されています。

　市内にお住まいの 60歳以上の方であれば無料でご利用い

ただけます。また、土曜日も開館していますので、お気軽に

ご利用ください。

次回は「高齢者の暮らしをサポート 福祉サービス①」です。（毎月下旬号に掲載します）

【おことわり】前号予告のタイトル名を一部変更させていただきました

介 護 保 険 情 報
知って
安心！

NO.5　ご利用ください「老人憩の家」

◆一般利用料金（1時間あたり）

利用施設等 料　金

集会室 510円

和　室 300円

調理室 300円

暖房設備 200円

土曜日も開館　60 歳以上の方は利用料無料

○利用できる方・利用料金

市内にお住まいの60歳以上の方は無料です。

※60歳未満の方も利用できますが、利用料金がかかります。（別表）

○利用可能時間

午前9時～午後 4時（土曜日も開館）

※毎週日曜日、祝日および12月 28日～1月 3日は休館日

○申込方法

事前のお申し込みが必要です。空室状況などについて、あ

らかじめ直接各施設へご確認ください。

※利用が公益目的であると

認められる場合は、利用

料免除申請書の提出によ

り免除される場合があり

ます。事前に各施設へお

問い合わせください。

・
・

・・

老人憩の家
禄寿荘
新町32-36

至大畑

ケ
ア
ラ
イ
フ
む
つ（
営
）様

至苫生町

国
道
２
７
９
号
バ
イ
パ
ス

熊
野
神
社

国
道
２
７
９
号

至小川町

至苫生町

青い看板が目印

お
ば
ら

精
肉
店
様

～ 憩の家活用術！ ～
例えばこんな場合もご利用ください

・集会室…ダンスや囲碁などの各種サークル活動や

　　　　  ステージを利用した各種発表会開催などに

・和　室…茶道教室、会議や勉強会などに

・調理室…集会室とあわせて料理教室や親睦会などに

・ゲートボール場…ゲートボールの練習や試合に

・シルバーアリーナむつ（屋内施設・禄寿荘併設）

…荒天時のゲートボールやペタンクなどのスポーツに

　　その他、老人クラブの各種活動や遠足等の休憩場

所など、さまざまな目的でご利用いただいています。

【写真左】長寿荘集会室。サークル

活動や発表の場などに。

◆老人憩の家所在地

【写真右】シルバーアリーナむつ。荒

天時にも運動することができます。

・
・

老人憩の家
福寿荘
川守町5-9

国
道
３
３
８
号

至田名部

海
自
川
守
宿
舎

至川内

大
湊
小

木製看板が目印

・

老人憩の家
長寿荘
関根字
出戸川目218-1

・

至大畑

至前浜

国
道
２
７
９
号

石
神
温
泉
様

国
道
２
７
９
号

大
畑
バ
イ
パ
ス

至田名部

至大畑

出戸川

緑
色
の
屋
根

　6月下旬に市政だよりとともに配布した、『高齢者福祉 

地域包括支援センターガイド 平成 26年度版』の 32ペー

ジの訪問看護および介護予防訪問看護の事業者名に誤りが

ありました。訂正して、お詫びいたします。

〈正しくは〉　訪問看護ステーションあゆみ

〈詳しくは〉

市介護福祉課介護福祉担当(22-1111内線 2565

Ａｍｙと気軽に何でもトーキング  ～時間はいずれも午前10時から11時 30分まで～

Let 's 国 際 交 流  ～国際交流推進員 山道エイミーからのお知らせ～

〈いつ・どこで〉

  8 月 14 日（木）・市役所本庁舎（第 3会議室）

  8 月 18 日（月）・市中央公民館

  8 月 26 日（火）・市立図書館

　ワンポイント・アメリカン・カルチャー

アメリカ国旗

　前回に続き、アメリカ国旗のことを少し紹介したいと思います。アメリカ国旗の赤と白の13本の線は入

植地を表し、星は現在の50州を表していること、知っている人は多いと思います。しかし、アメリカの

国旗には独特な文化と習慣があります。地面と決して触れちゃいけないこと、たたむときは必ず星柄が外

で三角になるようにたたむこと、正しい処分方法は燃やすことなどです。アメリカ人はアメリカの国旗を

とても誇りに思っていて、アメリカ国歌も国旗にまつわるものです。扱うときは失礼のないようにお願い

します。

夏休み中の学生のみなさんも、私

と一緒に会話しませんか？英語で

の自己紹介を聞かせてくださ～い

　『英会話教室って、何か難しそうだなぁ～』なんて思っている方、気軽に外国人とおしゃべりし

てみませんか？　申し込みは不要です。会場にいる私（市国際交流推進員の山道エイミー〈Amy 

Yamamichi〉）に日本語でも英語でも構いませんので、ぜひ声を掛けてみてください。

〈問合せ先〉
市企画調整課国際交流担当

( 22-1111 内線 2315

２０１４年７月２５日号２０１４年７月２５日号

☆掲載枠数 …  7 枠　　☆掲載場所 …  トップページ右側
☆掲載料金 … 8,000円 (月の初日から末日までの1か月 )
☆申込方法 … 掲載希望月の前月の10日までに「むつ市公式ホームページ広告掲載申込書」に記載のうえ、広告データ
   を添えてお申し込みください。　※詳しくは市ホームページのバナー広告募集のページをご覧ください。

◆コチラです！ →
むつ市役所 検索

〈詳しくは〉市市民連携広報課(22-1111内線2154　市ホームページ: http://www.city.mutsu.lg.jp/

約45,000アクセス

市ホームページ バナー広告募集中！
市公式ホームページ  月平均アクセス数（平成25年 1月～12月）
※バナー広告のアクセス数を保証するものではありません。

町内会に加入しましょう

〈問合せ先〉
市市民連携広報課( 22-1111内線 2153

　町内会は、地域の方々の「連帯」を強め、「快適で住
みよいまち」を目指し自主的に活動しています。また、
防犯・防災の頼りとなるのも町内会です。市では ､町
内会への加入を促進し、地域と一体となって住みよい
まちづくりを進めています。

ＦＭアジュール
〈76.2MHz〉

毎朝 9 時 5 分頃～  好評放送中！
災害時の情報確認にも、

ＦＭアジュールをご活用ください。

耳で聴く
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むつ市議会だより － 第 220 回定例会 －

　
む
つ
市
議
会
第
２
２
０
回
定
例
会
が
、
去
る
６
月
４
日
か
ら

６
月
20
日
ま
で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
は
７
議
案
・
18
報
告
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
承
認
・
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
当
該
組

合
の
管
理
者
お
よ
び
代
表
副
管
理
者

の
選
任
方
法
を
こ
れ
ま
で
の
互
選
か

ら
充
て
職
へ
変
更
す
る
と
と
も
に
、

参
与
に
は
む
つ
市
副
市
長
を
充
て
、

会
計
管
理
者
お
よ
び
識
見
を
有
す
る

者
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
る
監
査
委

員
に
は
、
む
つ
市
の
当
該
職
に
あ
る

者
を
充
て
る
こ
と
と
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
35
号
　
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
む

つ
市
消
防
団
大
畑
消
防
団
第
１
分
団

配
備
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
老
朽

化
に
伴
い
更
新
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
次
に
、
報
告
第
17
号
　
専
決
処

分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
む
つ
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
専
決
処
分
し
た
も
の

で
、
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
平
成
26
年
10
月
１
日
以
降
に
開

始
す
る
事
業
年
度
か
ら
、
法
人
市
民

税
の
法
人
税
割
の
税
率
を
現
行
の
14
・

７
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
12
・
１
パ
ー
セ

ン
ト
へ
引
き
下
げ
、
ま
た
、
軽
自
動

車
税
に
つ
い
て
は
原
動
機
付
自
転
車
、

２
輪
車
お
よ
び
平
成
27
年
度
以
降
に

新
規
登
録
す
る
４
輪
自
家
用
車
の
税

率
を
１
・
５
倍
に
、
そ
の
他
の
軽
自
動

車
の
税
率
を
１
・
25
倍
に
引
き
上
げ

る
ほ
か
、
新
車
登
録
か
ら
13
年
を
経

過
し
た
４
輪
車
お
よ
び
３
輪
車
に
つ

い
て
は
、
改
正
後
の
税
率
の
１
・
２
倍

と
す
る
重
課
を
導
入
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
、
改
正

に
よ
る
各
年
度
の
対
象
件
数
と
影

響
額
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
理
事

者
側
か
ら
、
法
人
市
民
税
に
つ
い
て

は
平
成
27
年
度
で
は
約
１
６
０
法
人

で
８
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
、
年

間
を
通
し
て
影
響
を
受
け
る
平
成

28
年
度
以
降
で
は
、
約
５
３
０
法

人
で
２
千
７
０
０
万
円
の
減
額
に
な

る
と
試
算
し
て
い
る
。
ま
た
、
軽
自

動
車
税
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度

は
主
に
原
動
機
付
自
転
車
や
２
輪

車
約
３
千
７
０
０
台
で
３
５
０
万
円

の
増
額
、
平
成
28
年
度
は
新
車
登

録
の
４
輪
車
等
約
１
千
３
０
０
台
で

４
０
０
万
円
の
増
額
、
新
車
登
録
か

ら
13
年
を
経
過
し
た
車
両
に
つ
い
て

は
約
１
千
台
で
４
８
０
万
円
の
増
額

と
な
り
、
合
計
で
平
成
28
年
度
以
降

に
つ
い
て
は
１
千
２
３
０
万
円
の
増

額
に
な
る
と
試
算
し
て
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
報
告
第
19
号
　
専
決
処
分

し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

む
つ
市
半
島
振
興
対
策
実
施
地
域
に

係
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
２
件
に
つ
い
て
、
審
査

の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
６
月
16
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
31
号
　
む
つ
市

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
青

森
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
継
続
的
な
広
告
物
の
設
置

等
の
許
可
手
続
き
に
つ
い
て
、
新
規

許
可
の
繰
り
返
し
か
ら
、
許
可
期
間

の
更
新
へ
と
規
定
が
改
め
ら
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
手
数
料
の
名
称
を
屋
外

広
告
物
許
可
手
数
料
か
ら
、
屋
外
広

告
物
許
可
審
査
手
数
料
又
は
屋
外
広

告
物
許
可
期
間
更
新
審
査
手
数
料
に

改
め
る
ほ
か
、
所
要
の
条
文
整
備
を

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
36
号
　
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
脇

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

を
専
決
処
分
し
た
も
の
で
、
租
税
特

別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
文
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
報
告
第
20
号
　
専
決
処
分

し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

む
つ
市
承
認
企
業
立
地
計
画
に
従
っ

て
設
置
さ
れ
る
施
設
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
専
決
処
分

し
た
も
の
で
、
企
業
立
地
の
促
進
等

に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の

形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
第

20
条
の
地
方
公
共
団
体
等
を
定
め
る

省
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
事
業
者

が
取
得
す
る
家
屋
、
償
却
資
産
お
よ

び
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
の
適
用
期
限
を
平
成
28
年
３
月

31
日
ま
で
の
２
年
間
延
長
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
委
員
か
ら
、
適
用

を
受
け
る
事
業
者
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
現
在
該
当

す
る
事
業
者
は
な
い
が
、
対
象
と
な

る
事
業
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
事

業
内
容
等
が
合
致
し
て
申
請
し
た
場

合
は
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

野
沢
庁
舎
配
備
の
除
雪
ド
ー
ザ
を
老

朽
化
に
伴
い
更
新
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
今
回
の

更
新
に
係
る
財
源
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
過
疎
対
策

事
業
債
を
活
用
す
る
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
同
じ
委
員
か
ら
、
市
全
体

で
の
今
後
の
更
新
の
見
通
し
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
理
事
者
側
か
ら
、
小

形
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
等
、
市
全
体
で

45
台
所
有
し
て
お
り
、
老
朽
化
の
著

し
い
も
の
か
ら
計
画
的
に
更
新
し
て
い

き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

民
生
福
祉
常
任
委
員
会

　
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
報
告
５
件
に
つ
い
て
、
審
査

の
経
過
と
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
６
月
16
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

報
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
報
告
第
14
号
　
専
決
処

分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
平
成
25
年
度
む
つ
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
を
専
決
処

分
し
た
も
の
で
、
事
業
費
の
確
定
お

よ
び
決
算
見
込
み
に
よ
り
、
歳
入
歳

出
と
も
に
１
千
１
０
０
万
円
を
減
額

し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

を
78
億
８
千
２
３
８
万
５
千
円
と
し

た
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
報
告
第
15
号
　
専
決
処
分

し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
25
年
度
む
つ
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
を
専
決
処
分

し
た
も
の
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
基
盤
安
定
負
担
金
の
確
定
に
伴
い
、

歳
入
歳
出
と
も
に
６
０
０
万
円
を
減

額
し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総

額
を
４
億
７
千
５
８
３
万
２
千
円
と

し
た
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
報
告
第
16
号
　
専
決
処
分

し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

平
成
25
年
度
む
つ
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
も

の
で
、
事
業
費
の
確
定
お
よ
び
決
算

見
込
み
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と
も
に

２
億
３
千
１
９
４
万
６
千
円
を
減
額

し
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額

議 会 だ よ り

各
委
員
長
報
告

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　
総
務
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
ま
し
た
議
案
４
件
、
報
告
３
件
に

つ
い
て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
報

告
し
ま
す
。

　
本
委
員
会
は
、
６
月
16
日
、
関
係

部
長
等
の
出
席
を
求
め
て
審
査
い
た

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
付
託
さ
れ
ま
し
た

議
案
等
の
う
ち
報
告
第
17
号
に
つ
き

ま
し
て
は
、
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し

た
が
、
賛
成
多
数
で
承
認
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
、
ほ
か
４
議
案
、
２
報

告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
に
お
い
て
出
さ
れ
ま

し
た
主
な
る
質
疑
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
初
め
に
、
議
案
第
30
号
　
む
つ
市

い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
条
例
に
つ

い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
市
が
設
置

す
る
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
に
お
け

る
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策

を
実
効
的
に
行
う
た
め
、
い
じ
め
防

止
対
策
推
進
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

附
属
機
関
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
い
じ
め

が
起
こ
る
原
因
を
教
育
委
員
会
で
は

捉
え
て
い
る
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

理
事
者
側
か
ら
、
最
初
は
子
供
た
ち

の
簡
単
な
悪
口
や
無
視
等
か
ら
始
ま

り
、
そ
れ
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
多
人

数
に
広
が
り
大
き
な
い
じ
め
に
向
か

う
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
い
じ
め
の
背
景
に
あ
る
も
の
は
、

核
家
族
化
の
進
行
等
に
よ
る
人
間
関

係
調
整
能
力
の
未
発
達
な
ど
が
考
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
各
学
校

で
は
集
団
生
活
に
お
け
る
経
験
不
足

を
補
い
、
児
童
生
徒
自
ら
望
ま
し
い

人
間
関
係
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
指

導
の
工
夫
に
努
め
る
と
と
も
に
、
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
定

期
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
教
育
相

談
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
い
じ
め

の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
32
号
　
一
部
事
務

組
合
下
北
医
療
セ
ン
タ
ー
規
約
の
変

更
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、
当

該
組
合
の
管
理
者
お
よ
び
代
表
副
管

理
者
の
選
任
方
法
を
、
こ
れ
ま
で
の

互
選
か
ら
充
て
職
へ
変
更
す
る
と
と

も
に
、
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か

ら
選
任
さ
れ
る
監
査
委
員
に
は
、
む

つ
市
の
当
該
職
に
あ
る
者
を
充
て
る

こ
と
と
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
か

ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
議
案
第
33
号
　
下
北
地
域

広
域
行
政
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に

２０１４年７月２５日号２０１４年７月２５日号
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を
55
億
８
千
７
５
１
万
１
千
円
と
し

た
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
次
に
、
報
告
第
18
号
　
専
決
処
分

し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か
ら
、

む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
専
決
処
分
し

た
も
の
で
、
地
方
税
法
施
行
令
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
被
保
険
者
の
所
得

割
額
、
均
等
割
額
お
よ
び
世
帯
別
平

等
割
額
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

並
び
に
低
所
得
者
世
帯
へ
の
軽
減
措

置
の
拡
充
に
係
る
所
得
判
定
の
算
定

方
法
等
に
つ
い
て
改
正
し
た
も
の
で

あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

委
員
か
ら
の
質
疑
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
次
に
、
報
告
第
25
号
　
専
決
処

分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
事
者
側
か

ら
、
平
成
26
年
度
む
つ
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
を
専
決
処

分
し
た
も
の
で
、
平
成
25
年
度
予
算

の
歳
入
に
７
億
６
千
６
９
５
万
７
千

円
の
不
足
を
生
じ
る
見
込
み
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
予
算

の
歳
入
を
繰
上
充
用
す
る
た
め
、
同

額
を
歳
入
不
足
額
と
し
て
計
上
し
、

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

79
億
９
４
５
万
５
千
円
と
し
た
も
の

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
平
成
25

年
度
の
実
績
か
ら
想
定
さ
れ
る
平
成

26
年
度
の
赤
字
見
込
額
と
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
額
、
さ
ら
に
今
後
の
国

保
税
率
の
改
定
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
理
事
者
側
か
ら
、
赤
字
見
込
額

に
つ
い
て
は
不
確
定
要
素
が
あ
る
た

め
現
時
点
で
は
提
示
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
今
後
も
相
当
額
の
赤
字

が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
に
つ
い
て

は
市
の
財
政
状
況
に
も
よ
る
が
、
今

年
度
の
財
政
健
全
化
支
援
分
と
し
て

の
繰
入
額
５
千
万
円
を
最
低
限
と
し

て
見
込
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、
国

保
税
率
の
改
定
に
つ
い
て
は
財
政
健

全
化
指
針
に
基
づ
き
激
変
緩
和
措
置

を
講
じ
な
が
ら
、
平
成
28
年
度
に
再

度
、
税
率
の
改
定
を
予
定
し
て
い
る

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
以
上
で
、
民
生
福
祉
常
任
委
員
会

の
審
査
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

議

案

審

議

議
　
案

▼
む
つ
市
い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会

条
例

　
　
市
が
設
置
す
る
小
学
校
お
よ
び

中
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止

等
の
た
め
の
対
策
を
実
効
的
に
行

う
た
め
、
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
の
規
定
に
基
づ
き
、
附
属
機
関

を
設
置
す
る
た
め
の
も
の

▼
む
つ
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　
　
青
森
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
屋
外
広
告
物
の

許
可
の
審
査
に
係
る
手
数
料
の
名

称
を
変
更
す
る
ほ
か
、
所
要
の
条

文
整
備
を
す
る
た
め
の
も
の

▼
一
部
事
務
組
合
下
北
医
療
セ
ン

タ
ー
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
組
合
の
管
理
者
等
の
職
に
む
つ

市
長
等
の
特
定
の
職
に
あ
る
者
を

充
て
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
所
要

の
条
文
整
備
を
す
る
た
め
、
組
合

規
約
を
変
更
す
る
も
の

▼
下
北
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
組
合
の
管
理
者
等
の
職
に
む
つ

市
長
等
の
特
定
の
職
に
あ
る
者
を

充
て
る
こ
と
と
す
る
た
め
、
組
合

規
約
を
変
更
す
る
も
の

▼
平
成
26
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
４
億
２
千
２
４
６
万
８
千

円
の
減
額
補
正
）

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
む
つ
市
消
防
団
大
畑
消
防
団
第

１
分
団
配
備
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
を
老
朽
化
に
伴
い
更
新
す
る
た

め
の
も
の

▼
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　
脇
野
沢
庁
舎
配
備
の
除
雪
ド
ー

ザ
を
老
朽
化
に
伴
い
更
新
す
る
た

め
の
も
の

報
　
告

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て

　
　
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
26
年
度
む
つ
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
４
千
５
９
３
万
２
千
円

の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
26
年
度
む
つ
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
７
億
６
千
６
９
５
万
７
千
円
の
増

額
補
正
）

一

般

質

問

　
一
般
質
問
は
６
月
12
日
、
13
日

の
２
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
質
問
順
・
敬
称
略
）

◎
横
　
垣
　
成
　
年

▼
屋
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

・  

希
望
者
・
団
体
の
利
用
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て

・   

各
施
設
の
利
用
率
と
利
用
人
数
に

つ
い
て

・   

現
状
の
見
通
し
、
改
善
に
つ
い
て

・   

高
校
体
育
館
な
ど
の
利
活
用
に
つ

い
て

▼
消
防
に
つ
い
て

・   

消
防
団
の
装
備
充
実
に
つ
い
て

▼
教
育
に
つ
い
て

・   

市
の
財
政
基
盤
に
つ
い
て

・   

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

▼
防
災
・
減
災
に
つ
い
て

・   

橋
の
強
化
の
現
状
に
つ
い
て

・   

道
路
の
強
化
の
現
状
に
つ
い
て

・   

学
校
耐
震
化
に
つ
い
て

▼
児
童
・
生
徒
の
読
書
対
策
に
つ
い
て

・   

読
書
離
れ
に
対
す
る
施
策
に
つ
い
て

◎
鎌
　
田
　
ち
よ
子

▼
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
つ
い
て

・   

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
普
及
状

況
に
つ
い
て

・   

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て

▼
福
祉
行
政
に
つ
い
て

・   

子
育
て
支
援
情
報
の
周
知
に
つ
い
て

・   

子
育
て
応
援
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
に

つ
い
て

▼
教
育
行
政
に
つ
い
て

・   

子
ど
も
の
貧
困
に
よ
る
教
育
格
差

に
つ
い
て

◎
浅
　
利
　
竹
二
郎

▼
現
下
の
む
つ
市
政
に
つ
い
て

・   

市
長
職
務
代
理
者
と
し
て
心
が
け

て
い
る
こ
と
は
何
か

・   

宮
下
市
政
の
評
価
と
、
今
後
の
課

題
は
何
と
考
え
る
か

緊

急

質

問

◎
川
　
下
　
八
十
美

▼
市
長
逝
去
に
際
し
て
市
が
設
置
し

た
記
帳
台
帳
管
理
の
行
政
の
対
応

に
つ
い
て

（
６
０
０
万
円
の
減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
度
む
つ
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
２
億
３
千

　
１
９
４
万
６
千
円
の
減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
む
つ
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
む
つ
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
む
つ
市
半
島
振
興
対
策
実
施
地

域
に
係
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
む
つ
市
承
認
企
業
立
地
計
画
に

従
っ
て
設
置
さ
れ
る
施
設
に
係
る

固
定
資
産
税
の
特
別
措
置
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
26
年
度
む
つ
市
一
般
会
計

補
正
予
算

（
４
８
２
万
２
千
円
の
増
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て

　
　
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

　
　
７
事
業
の
繰
越
し
に
つ
い
て
報

告
す
る
も
の

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
事

故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

　
　
受
注
者
に
お
け
る
業
務
上
の
事

故
に
よ
る
指
定
文
化
財
紹
介
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業
の
事
故
繰
越

し
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
予
算
繰
越
計
算
書

　
　
１
事
業
の
繰
越
し
に
つ
い
て
報

告
す
る
も
の

▼
平
成
25
年
度
む
つ
市
水
道
事
業
会

計
継
続
費
繰
越
計
算
書

　
　
２
事
業
の
逓
次
繰
越
し
に
つ
い

て
報
告
す
る
も
の

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
に
つ

い
て

　
　
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
む
つ
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
５
億
１
千
３
５
１
万
８
千

円
の
減
額
補
正
）　

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
度
む
つ
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
１
千
１
０
０
万
円
の
減
額
補
正
）

▼
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
度
む
つ
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

議 会 だ よ り 議 会 だ よ り

・   

教
科
書
の
選
定
に
つ
い
て

・   

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

・  

教
本「
あ
お
も
り
県
の
電
気
」に
つ
い
て

◎
村
　
中
　
徹
　
也

▼
倫
理
教
育
に
つ
い
て

・   「
佐
村
河
内
守
氏
ら
」と
「
小
保
方
晴

子
氏
ら
」の
事
例
か
ら
、
私
た
ち（
児

童
・
生
徒
）は
何
を
教
訓
と
す
べ
き

で
し
ょ
う
か

①
倫
理
学
か
ら

②
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
論
、
マ
ス
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
か
ら

◎
工
　
藤
　
孝
　
夫

▼
国
民
皆
保
険
制
度
に
つ
い
て

・   

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
国
民
皆
保
険
制
度
の
維

持
に
つ
い
て

▼
公
共
施
設
に
つ
い
て

・   

廃
焼
却
炉
の
施
設
解
体
と
「
総
合
管

理
計
画
」の
策
定
に
つ
い
て

▼
環
境
整
備
に
つ
い
て

・   

送
電
線
下
の
木
材
伐
採
の
処
理
に

つ
い
て

◎
東
　
　
　
健
　
而

▼
福
祉
対
策
に
つ
い
て

・   

敬
老
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

▼
教
育
問
題
に
つ
い
て

・   

本
市
の
教
育
の
今
後
の
展
望
に
つ

い
て

・   

小
中
一
貫
校
の
現
状
と
、
目
指
す
将

来
像
に
つ
い
て

・   

脇
野
沢
小
学
校
の
建
設
の
見
通
し

等
に
つ
い
て

◎
菊
　
池
　
光
　
弘

▼
交
付
税
特
例
の
期
限
切
れ
に
つ
い
て

・   

市
葬
終
了
後
の
関
係
書
類
の
保
存

に
つ
い
て

・   

御
記
帳
御
礼
の
ハ
ガ
キ
が
出
さ
れ

た
経
緯
に
つ
い
て

・   

個
人
情
報
保
護
条
例
に
抵
触
し
な

い
か

・   

庁
舎
管
理
規
則
に
違
反
し
な
い
と

個
人
的
見
解
を
代
表
者
会
議
で
述

べ
た
が
、
市
長
職
務
代
理
者
と
し

て
の
見
解
を
問
う

・   

こ
の
ハ
ガ
キ
は
、
文
書
図
画
に
よ
る

選
挙
運
動
の
範
囲
か
ど
う
か
の
見

解
を
問
う

むつ市議会ホームページのご案内

　むつ市議会ではホームページを開設し、市議会に関する各種情報

を提供しています。

　ホームページでは合併以降に開催された本会議等の会議録も順次

掲載しており、議案に対する賛否の一覧や一般質問における質疑応

答についても詳しく掲載しています。ぜひ一度ご閲覧ください。

    むつ市ホームページ
　 http://www.city.mutsu.lg.jp/ のバナーからアクセスしてください。

２０１４年７月２５日号２０１４年７月２５日号
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〈試験日・場所〉

・第一次試験 … 9月 21日（日）・市役所本庁舎

・第二次試験 … 11月上旬

〈申込受付期間〉

7月 25日（金）～8月 20日（水）・午前8時 30分～午後5時15分

・土曜、日曜を除く。

・郵送の場合は8月20日（水）の消印有効。

〈受験申込書類の配布・請求〉

受験申込書類は7月25日（金）より、市総務課のほか各庁舎管理課および市立図書館、市中央公民館で配布します。

郵送で請求する場合は、返信用封筒（角2封筒に120円切手を貼付、あて名を明記）を同封し、市総務課人事担当に

請求してください。

市職員募集

〈試験職種・採用予定人員等〉

※初級職種はいずれも上級職種の受験資格を有する者は受験できません。

※受験資格の学歴には当該学校卒業と同等の資格を有すると認められる者を含みます。

試験職種 職務内容 受験資格 採用予定人員 第一次試験

上級行政

行政事務

昭和59年 4月 2日以降生まれで、大学を卒業の方または平成
27年 3月 31日までに卒業見込みの方

20名程度

教養試験
事務適性検査
職場適応性検査

初級行政
昭和59年 4月 2日以降生まれで、短期大学、高等専門学校、高等
学校を卒業の方または平成27年 3月 31日までに卒業見込みの方

4名程度

上級福祉

福祉関係業
務

昭和54年 4月 2日以降生まれで、大学を卒業の方または平成
27年 3月 31日までに卒業見込みの方で社会福祉士の資格を有
する方、または平成 27年 3月 31日までに当該資格を取得見込
みの方 2名程度

初級福祉
昭和54年 4月 2日以降生まれで、短期大学、高等専門学校、高
等学校を卒業の方で社会福祉士の資格を有する方、または平成
27年 3月 31日までに当該資格を取得見込みの方

保健師
保健関係業
務

昭和54年 4月 2日以降生まれで、保健師の資格を有する方、ま
たは平成27年 3月 31日までに当該資格を取得見込みの方

1名程度

上級土木

土木技術関
係業務

昭和54年 4月 2日以降生まれで、大学の土木技術課程を卒業の
方、または平成27年 3月 31日までに卒業見込みの方

土木、建
築 機 械、
および建
築電気か
ら、併せ
て 3 名程
度

教養試験
専門試験（土木）
事務適性検査
職場適応性検査初級土木

昭和54年 4月 2日以降生まれで、短期大学、高等専門学校、高
等学校の土木技術課程を卒業の方、または平成 27年 3月 31日
までに卒業見込みの方

上級建築機械 市有建築物
の営繕に係
る機械設備
工事の設計
積算および
工事監理業
務

昭和54年 4月 2日以降生まれで、大学を卒業の方または平成
27年 3月 31日までに卒業見込みの方で機械設備（給排水衛生設
備、空調設備等）に関する専門知識を有する方、または機械設備
工事の設計積算および工事監理の実務経験がある方 教養試験

専門試験（建築）
事務適性検査
職場適応性検査

初級建築機械

昭和54年 4月 2日以降生まれで、短期大学、高等専門学校、高
等学校を卒業の方または平成 27年 3月 31日までに卒業見込み
の方で機械設備（給排水衛生設備、空調設備等）に関する専門知
識を有する方、または機械設備工事の設計積算および工事監理
の実務経験がある方

　市では、平成 27年 4月採用予定の職員を
次のとおり募集します。

〈問合せ・書類請求・申込先〉
〒035-8686 むつ市中央1-8-1

市総務課人事担当

( 22-1111内線 2118

試験職種 職務内容 受験資格 採用予定人員 第一次試験

上級建築電気
市有建築物
の営繕に係
る電気設備
工事の設計
積算および
工事監理業
務

昭和54年 4月 2日以降生まれで、大学を卒業の方または平成
27年 3月 31日までに卒業見込みの方で電気設備に関する専門
知識を有する方、または電気設備工事の設計積算および工事監
理の実務経験がある方

土木、建
築 機 械、
および建
築電気か
ら、併せ
て 3 名程
度

教養試験
専門試験（電気）
事務適性検査
職場適応性検査

初級建築電気

昭和54年 4月 2日以降生まれで、短期大学、高等専門学校、高
等学校を卒業の方または平成 27年 3月 31日までに卒業見込み
の方で電気設備に関する専門知識を有する方、または電気設備
工事の設計積算および工事監理の実務経験がある方

〈身体障がい者の方を対象とする試験〉

行政事務 一般事務

昭和59年 4月 2日以降生まれで、次のすべての要件を満たす方
①高等学校卒業程度以上の学力を有する方または平成27年 3月
31日までに卒業見込みの方
②身体障害者手帳の交付を受けている方
③自力による通勤ができ、かつ介助者なしに職務の遂行が可能な方
④活字印刷文による出題に対応できる方

1名程度
教養試験

職場適応性検査

※第二次試験はいずれの職種も面接および作文を実施する予定です。

２０１４年７月２５日号

平成 27 年 4 月採用 自衛官採用試験のお知らせ

採用職種 試験日 試験開場

自衛官候補生（男） 9月26日（金） 大湊基地

自衛官候補生（女） 9月29日（月） 大湊基地

一般曹候補生1次 9月 20日（土） 大湊基地

海上・航空自衛隊航空学生1次 9月 23日（火） 三沢社会福祉センター

※自衛官候補生は、3か月の教育訓練を修了後、それぞれ２等陸・海・空士に任用されます。

〈申込受付期間〉 

　8月1日（金）～9月9日（火）

〈受験資格〉

平成27年 4月1日現在で、18歳以上 27歳未満の方

（航空学生は18歳以上 21歳未満の方）

自衛隊青森地方隊本部のWEBサイトにも募集要項が掲載されています。

〈問合せ・申込先〉
自衛隊青森地方協力本部
むつ地域事務所

( 22-7484
: http://www.mod.go.jp/pco/aomori/

ＱＲコードからアクセス

２０１４年７月２５日号
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むつ市健康増進計画 【第２次健康むつ２１】                                                     
（平成 25 ～ 34 年度）

　「第 2次健康むつ21」は、各ライフステージにおいて、健康でいきいきと生活でき、健康寿命の延伸と生活の質の向上を目

指すために市が策定した、10年間の健康づくり計画です。

　今回は、3つの重点課題に対し、市民一人ひとりの目標を具体的にお知らせします。

むつ市健康増進計画むつ市健康増進計画Part2

８ 月 の 在 宅 当 番 医

〈時　間〉 午後 7時～10時
※変更となる場合がありますので予めご確認ください

角 田 整 形 外 科 医 院

菊 池 医 院

北村医院むつレディスクリニック

ふ じ た 脳 神 経 ク リ ニ ッ ク

三 上 医 院

( 22-7945

( 24-1276

( 22-2135

( 24-5557

( 22-1011

☆   3日（日）

☆ 10日（日）

☆ 17日（日）

☆ 24日（日）

☆ 31日（日）

８ 月 の 献 血 受 付 日 程

4日（月）
パワーステーションむつ

むつ警察署

10:30

13:30

～

～

12:00

16:30

5日（火）
マエダストアむつ中央店

むつ年金事務所

9:30

13:30

～

～

12:00

16:30

6日（水）
ファミリーパークたけお（川内）

むつ総合病院

9:30

13:00

～

～

11:00

16:00

18日（月）
大畑診療所

マエダストア大畑店

10:30

13:30

～

～

12:00

16:00

お元気ですか！
保健コーナー

〈詳しくは〉 市健康推進課　　　　　　　    (22-1111
 川内庁舎市民福祉課　　　　　(42-2111
 大畑庁舎市民福祉課　　　　　(34-2111
 脇野沢庁舎市民福祉課　　　　(44-2111

19日（火）

（株）木村鉄工所

明治安田生命

協同印刷工業（株）

9:30

11:30

14:14:1430

～

～

～

10:30

12:30

16:00

ハローベビー教室
～夫婦での参加大歓迎～

　妊婦さんや旦那さん同士でおしゃべりをしながら楽し

く勉強します。もうすぐパパやママになる方、ぜひ夫婦

で参加してみませんか？

〈対象〉 平成26年 4月～6月末に妊娠届を出された方、

　　 転入された方や市内に里帰りしている妊婦さん

〈いつ・どんな〉

① 8月 7日（木）

　・自信を持って楽なお産・おっぱいの不思議

　・パパも妊婦さんになってみよう！

　　　　　　　　　(妊婦シミュレーター体験 )

② 8月 21日（木）

　・赤ちゃんのために健康生活①栄養・生活リズム

　・お父さん、お母さんへ～赤ちゃんからのメッセージ～

③ 8月 27日（水）

　・妊娠中の歯科健診とお口の健康

　・赤ちゃんのために健康生活②たばこ

④ 9月 3日（水）

　・赤ちゃんのお風呂の入れ方

　・生まれた後の届出と制度　・産後の過ごし方

〈どこで〉 下北文化会館 リハーサル室

〈時間〉 午後6時 30分～8時頃（受付午後6時 15分～）

〈準備するもの〉

母子健康手帳、動きやすい服装、フェイスタオル（④のみ）

〈申込方法〉 お電話でお申し込みください。

〈問合せ・申込先〉母子保健担当（内線 2577）

風しん抗体検査費用
ワクチン接種費用を助成

　市では、風しんの感染および先天性風しん症候群の予

防のため抗体検査費用とワクチン接種費用を助成します。

　今年度は、抗体検査を受けていただき、抗体価が低い

方のみ、ワクチン接種の助成となります。希望する方は、

市健康推進課へお申し込みください。

〈実施期間〉平成27年 3月 31日（火）まで

〈対象〉 

　むつ市に住民登録がある方で、次のいずれかに該当する方

　・妊娠を希望する女性、夫および同居家族

　・妊婦の夫および同居家族

※ただし、風しん予防接種歴のある方、風しん抗体検査を受

けたことがある方、風しんの既往歴がある方を除きます。

　

　次に該当する方は、接種費用のみ助成

 ・妊婦健診の風しん抗体検査の結果、出産後にワクチ

ン接種を受ける予定の方。

　　※抗体検査の結果を提出していただきます。

〈問合せ・申込先〉
予防担当（内線 2582）

２０１４年７月２５日号２０１４年７月２５日号

肥満予防対策
あなたがわたしができること

乳幼児期 〇早寝早起きをさせましょう。

〇歯の仕上げみがきをしましょう。

児童思春期 〇毎日、朝食をとりましょう。

〇おやつのとりすぎに注意しましょう。

青年期 〇バランス食・減塩食・薄味を心がけましょう。

〇健診・検診を受け、健康チェックをしましょう。

壮年期 〇野菜をたっぷりとりましょう。

〇お気に入りのウォーキングコースをみつけま
しょう。

〇健診・検診を受け、健康チェックをしましょう。

高齢期 〇 1日 3回、規則的に食事をとりましょう。

市の取組

食事 〇「朝ごはんを食べよう強化月間」を立ち上げます。

〇食生活改善推進員の養成・支援をします。

運動 〇ウォーキングによる健康づくりを普及します。

歯 〇むし歯や歯周病を防ぐための学習機会を提供します。

健診・検診 〇健診やがん検診の受診率向上に向け受診勧奨
をします。

評価項目 現状値 目標値

朝食を食べる児
童・生徒（H23）

小学生　90.1％
中学生　83.0％

100％

1日 3 食、規則
正しく食事を
とる（青年H24、
壮年H23）

青年期男性　56.6％
女性　79.0％

壮年期男性　72.6％
女性　78.8％

青年期　80％
壮年期　85％

あなたがわたしができること

非喫煙者 〇たばこに手を出しません。

〇受動喫煙から身を守りましょう

喫煙者 〇喫煙マナーを守りましょう。

〇１日の喫煙本数を減らし、禁煙を心がけましょう。

乳幼児期
児童思春期

〇妊産婦、未成年者はアルコールに手を出しま
せん。

飲酒者 〇適量を知り、節度を守りましょう。

〇健康を意識し、休肝日を設けましょう。

市の取組

〇たばこやアルコールの影響について、情報提供します。

〇禁煙希望者へのサポートを強化します。

〇公共施設や職場での全面禁煙を推進します。

評価項目 現状値 目標値

育児期間中の
自宅での喫煙
率（H24）

父親　50.8％
母親　29.2％

0％

喫煙者率
（青年H24、壮
年H23）

青年期男性　63.2％
女性　25.6％

壮年期男性　37.4％
女性　12.8％

青年期 25％以下
壮年期男性 25％以下
壮年期女性 5％以下

たばこ・アルコール対策

あなたがわたしができること

乳幼児期 〇妊産婦の異変に気づいたときには、早めに相

談しましょう。

〇家事や育児は家族みんなで協力しましょう。

児童思春期 〇身近に悩みを相談できる相手を持ちましょう。

青年期 〇自分にあったストレス解消法を見つけましょう。

壮年期 〇家族との団らんを大切にしましょう。

〇こころの病気について早めに相談や治療をう

けるよう心がけましょう。
高齢期 〇生きがいを見つけましょう。

〇身近に悩みを相談できる相手を持ちましょう。

市の取組

〇相談窓口の情報を積極的に発信します。

〇精神福祉ボランティアの養成・支援をします。

〇関係機関とのネットワークを構築します。

評価項目 現状値 目標値

子育てに自信
が持てない母
親（H24）

1 歳 6 か月児 21.5％
3 歳児　　　31.4％

1 歳 6か月児 18％
3歳児　　　21％

ストレスを解
消できている
割合（Ｈ23）

壮年期男性　81.7％
女性　74.8％

壮年期 85％

こころの健康づくり

※乳幼児期＝妊娠中～小学校就学前、児童思春期＝小学校就学～18歳、青年期＝19～ 39歳、壮年期＝40～ 64歳、高齢期＝65歳以上

１日３回、規則正しく食事をとります。
１年に１回は、健診・検診を受けます。

目標

受動喫煙から身体を守ります。
アルコールの適量を知り、節度を守った飲酒をします。

目標

・みんなで協力して子育てします。・こころの健康を見つめ直します。
・自分の身体を大事にします。   ・生きがいを見つけます。

目標
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　6月の 3歳児健康診査で、むし歯のないのはもちろ

んのこと、治した歯が1本もないお子さん達です。

瀨 口 玲 央 くん 立 石　　 櫂 くん 久 保 暖 空 くん 三 國 皓 哉 くん

髙 木 優 海 ちゃん 浪 岡 優 斗 くん 須 藤 健 心 くん 舘 脇 陽 大 くん

石 田 湊 輔 くん 中　里　日真莉 ちゃん 石 田 華 恋 ちゃん 髙 田 清 華 ちゃん

近 藤 凜 果 ちゃん 古 川 結 梨 ちゃん 金 田 侑 也 くん 越 後 莉 愛 ちゃん

山 下 怜 奈 ちゃん 新　出　明希乃 ちゃん 加 賀　　 桜 ちゃん 髙 橋 希 愛 ちゃん

成 田 万 裕 くん 成 田 倖 大 くん 祐 川 琉 空 くん 坂 下 ユ キ ちゃん

工 藤 智 仁 くん 齊 藤 萌 可 ちゃん 山 本 凜 香 ちゃん 菊 池 世 那 くん

佐 藤　　 楓 ちゃん

今月の“ピカピカ賞”

〈
い
つ
〉

　
９
月
～
11
月
の
週
３
回

　
主
に
月
・
水
・
金
曜
日
の全

23
回

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉

青
森
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
ス

ク
ー
ル（

む
つ
市
金
谷
１

－

17

－

14
）

〈
ど
ん
な
〉

①
パ
ソ
コ
ン
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
操
作
の
再

確
認
）

②
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

③
「
ひ
と
り
親
家
庭
生
活
支
援

懇
話
会
」

〈
対
象
〉

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
で
、

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
知

識
が
あ
り
、
全
日
程
出
席
で
き

る
方

〈
定
員
〉15
名

※
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
、

書
類
選
考
等
で
決
定
し
ま
す
。

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
を
応
援
！

﹁
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
講
習
会
﹂
開
催

〈
申
込
方
法
〉

市
児
童
家
庭
課
ま
た
は
各
庁
舎

へ
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
お
よ

び
写
真
（
縦
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

横
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

〈
申
込
期
日
〉８
月
15
日（
金
）ま
で

〈
受
講
料
〉無
料

※
教
材
費
な
ど
は
本
人
負
担

〈
そ
の
他
〉託
児
が
必
要
な
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

︵
財
︶青
森
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

(
０
１
７

−

７
３
５

−

４
１
５
２

市
児
童
家
庭
課

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
５
１
６

各
庁
舎
市
民
福
祉
課

川
内
庁
舎
　  

(
42

−

２
１
１
１

大
畑
庁
舎
　  

(
34

−

２
１
１
１

脇
野
沢
庁
舎
(
44

−

２
１
１
１

〈募集期間〉 8月 1日（金）～8日（金）

　※土曜、日曜を除く午前8時 15分～午後5時 15分

〈入居予定日〉 10月 1日（水）

〈募集する住宅の概要〉

団地名 中央団地

建設年度 平成9年度

構造 鉄筋コンクリート3階建

面積・募集戸数 74.7㎡・1戸

間取り
【3DK】DK10帖、和6帖、和7.5帖、洋 6帖、
水洗トイレ、浴室、物置、サンルーム

家　賃 23,200円～34,500円（駐車場1,600円）

所在地 むつ市中央2-18-7

その他
敷金家賃3か月分、ペット不可

要連帯保証人2名

〈問合せ・申込先〉
青森県県営住宅等指定管理者 野村建設（株）県営住宅係( 29-6474

公共賃貸住宅インフォメーションホームページ :http://www.kokyo-chintai.jp/

〈募集する住宅の概要〉

団地名 山田団地

建設年度 平成12年度

構造 木造2階建

面積・募集戸数 76.5㎡・1戸

間取り
【3LDK】LDK11.5帖、洋6帖、和6帖、和6帖、
水洗トイレ、浴室、物置

家　賃 22,600円～33,600円（駐車場1,300円）

所在地 むつ市山田町30-39

その他
敷金家賃3か月分、ペット不可
要連帯保証人2名、人数制限あり

県営住宅入居者募集
そのほか、県営住宅金谷団地（2DK1戸）を常時公募し
ています。詳細はお問合せください。

＜＜＜ =燃料価格ニュース =＞＞＞
7月1日現在・むつ地区平均価格（税込）

今月平均 価格の幅 前月平均

《灯　　油》☆ 1ℓローリー価格 102円 101 ～ 104 102円

☆ 18 ℓ配達価格 1,863円 1,836 ～ 1,890 1,833円

《ＬＰガス》☆ＬＰガス５ｍ3 5,966円 5,775 ～ 6,210 5,963円

☆ＬＰガス 10 ｍ3 9,947円 9,659 ～ 10,365 9,941円

《ガソリン》☆レギュラー 1ℓ現金 168円 167 ～ 169 164円

☆軽油 1ℓ現金 146円 145 ～ 147 142円

※むつ市消費者の会モニター調べ　

〈問合せ先〉
むつ市消費者の会事務局（市商工観光課内）

(22-1111内線 2643

・応募者多数の場合は抽選となります。
・有償での取引はご遠慮ください。
・ゆずってもらう方が、ゆずってくれる方の所へ取りに
行くことになります。

不用品活用登録銀行

ゆずります（受付期間 7 月 25 日～ 8 月 12 日）

・少年野球用ゴム底スパイク２足（サイズ25cm）

ゆずってください

・星美幼稚園指定衣類

　（制服・帽子・かばん・体操着、女の子、身長100cm）

　第 64 回 下北美術展
　　（児童・生徒の部）展覧会開催

　むつ・下北管内小・中学校の児童・生徒の入賞作品

を展示します。絵画や版画、書道の作品約 800点を一

堂に見ることができますので、学年ごとの特色や成長

を感じていただけると思います。

　入場は無料ですので、ぜひこの機会にご観覧ください。

〈い　つ〉 8 月 9日（土）～24日（日） 

　　　　午前9 時～午後7時 ※土曜・日曜も展示

〈どこで〉 市中央公民館（講堂・展示ホール）

※佐井村アルサスで、特選作品などを展示する移動

展を 8月 30 日（土）〜 9月 4日（木）の期間開催し

ます。
〈詳しくは〉 

　下北地方公民館連絡協議会（市中央公民館内）

( 24-1224

２０１４年７月２５日号２０１４年７月２５日号

～ お子さんが歯みがきした後は、

お家の方の仕上げみがきを

習慣にしましょう！～

むつ市月間ごみ総排出量

平成26年 6月分　市環境政策課調べ

6月の値 （前年同月比）【参考】一人一日

あたりの排出量総排出量 … 2,156 t （-191t）

資源ごみ回収量 … 191 t （-57t） H24全国平均

資源ごみ回収割合 … 8.9 % （-1.7%） 963 g/ 日

市民一人一日
あたりの排出量

… 1,163 g/ 日（-88g/日）
H24青森県平均

1,069 g/ 日

目指せ ごみ減量
　資源回収に

ご協力を！
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むつ市
情報ポケット
in fo rmat ion

むつ市役所

0175-22-1111

  info@city.mutsu.lg.jp

お
知
ら
せ

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

青
森
地
方
法
務
局
む
つ
支
局

 

(
23

−

３
２
０
２

ま
ち
の
駅 

七
福 

ホ
ッ
ト
情
報

○
2
0
1
4
・
下
北
ち
び
っ
こ
写
真
展

〈
い
つ
〉８
月
１
日（
金
）
～
12
日（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
日
曜
・
水
曜
休
み

〈
ど
ん
な
〉

下
北
の
子
ど
も
達
を
撮
影
し
た
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

ま
ち
の
駅 

七
福      

(
31

−

０
２
２
０

 

た
な
ぶ
七
福
通
り
商
店
街

子
供
ね
ぶ
た
・
盆
踊
り
大
会
２
０
１
４

〈
い
つ
〉８
月
７
日（
木
）

午
後
６
時
50
分
～

〈
ど
こ
で
〉イ
ベ
ン
ト
広
場

〈
ど
ん
な
〉

盆
踊
り
大
会
、
正
調
盆
踊
り
披
露
、

屋
台
出
店
、
子
供
ネ
ブ
タ
囃
子
披

露
、
お
た
の
し
み
抽
選
会
。

ム
チ
ュ
ラ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
参
加

し
ま
す
。
ご
家
族
で
お
た
の
し
み

く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

　
田
名
部
駅
通
り
商
店
街
振
興
組
合

   

(
31

−

０
２
２
０

む
つ
来
さ
ま
い
館
だ
よ
り

○
郷
土
芸
能
定
期
公
演
会

﹁
下
北
の
大
地
に
舞
う
﹂

〈
い
つ
〉８
月
10
日（
日
）午
後
７
時
～

〈
ど
ん
な
〉栗
山
神
楽
会
に
よ
る
神
楽

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〈
い
つ
〉８
月
24
日（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時

〈
ど
こ
で
〉イ
ベ
ン
ト
広
場

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

〈
参
加
料
〉１
区
画（
２
ｍ
×
３
ｍ
）１
千
円

〈
申
込
受
付
期
間
〉

８
月
１
日
（
金
）よ
り
む
つ
来
さ
ま

い
館
で
申
込
受
付
開
始
。

〈
問
合
せ
先
〉

む
つ
来
さ
ま
い
館
(
33

−

８
１
９
１

 

ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

 　

  　
　
　
　

イ
ベ
ン
ト
情
報

○
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
＆
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

〈
い
つ
〉８
月
10
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ

〈
ど
ん
な
〉

 

・
東
通
中
学
校
・
小
学
校
吹
奏
楽
部

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

 

・
山
崎
徹
ハ
ン
ド
パ
ワ
ー
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー

 

・
ト
ン
ト
ゥ
商
店

 
・
ト
ン
ト
ゥ
縁
日

 
・
す
べ
り
台
コ
ー
ナ
ー

 

・
巨
大
だ
る
ま
落
と
し
選
手
権

 

・
オ
リ
ジ
ナ
ル
扇
子
作
り

 

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
＆
千

本
引
き

〈
入
場
料
〉無
料

〈
そ
の
他
〉

 

・
詳
し
く
は
、
市
内
の
公
共
施
設
や

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
掲
示
の
ポ
ス

タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

・
臨
時
駐
車
場
（
小
田
野
沢
漁
協
漁

民
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル

便
を
ご
利
用
の
方
に
、
シ
ャ
キ
ン

と
冷
え
た
ウ
エ
ル
カ
ム
ド
リ
ン
ク

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

〈
問
合
せ
先
〉

東
通
原
子
力
発
電
所
Ｐ
Ｒ
施
設

﹁
ト
ン
ト
ゥ
ビ
レ
ッ
ジ
﹂

 

(
48

−

２
７
７
７

 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

い
ろ
は
教
室
開
催

　

む
つ
・
下
北
地
域
で
は
６
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
日
本
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要

な
単
位
を
６
回
に
分
け
て
履
修
し
ま

す
。
今
回
は
そ
の
１
回
目
の
教
室
で

す
。

　

福
祉
・
保
育
・
教
育
・
介
護
の
現

場
で
活
用
で
き
る
レ
ク
素
材
を
習
得

で
き
ま
す
。
ま
た
、
資
格
取
得
に
か

か
わ
ら
ず
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉８
月
10
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

〈
ど
こ
で
〉

診
療
所
休
診
の
お
知
ら
せ

○
川
内
診
療
所　

〈
い
つ
〉８
月
13
日（
水
）

〈
問
合
せ
先
〉

国
民
健
康
保
険
川
内
診
療
所

 

(
42

−

２
２
１
１

○
大
畑
診
療
所　

〈
い
つ
〉８
月
13
日（
水
）

〈
問
合
せ
先
〉

国
民
健
康
保
険
大
畑
診
療
所

 

(
34

−

２
２
１
１

 

司
法
書
士
の
日 

相
続
登
記

 

無
料
相
談
会（
面
接
・
電
話
）実
施

〈
い
つ
〉８
月
３
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

〈
ど
こ
で
〉

青
森
県
司
法
書
士
会
館

青
森
市
長
島
三
丁
目
５

−

16

※
他
弘
前
市
、
八
戸
市
で
実
施

〈
相
談
方
法
〉

面
接
相
談
は
、
当
日
先
着
順
で
受

付
、
電
話
相
談
は
相
談
時
間
中
に

(
０
１
７

−

７
５
２

−

０
４
４
０
へ

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

 

・
具
体
的
な
手
続
き
が
必
要
に
な
る

場
合
に
は
、
別
途
費
用
が
か
か

り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

・
相
談
日
以
外
で
も
、
青
森
県

司
法
書
士
会
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
(
０
１
２
０

−

９
４
０

−

２
３
０
︶で
相
談
の
案
内
や
、
相

談
内
容
に
応
じ
た
お
近
く
の
司

法
書
士
の
紹
介
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

青
森
県
司
法
書
士
会

(
０
１
７

−

７
７
６

−

８
３
９
８

 

青
森
地
方
法
務
局

登
記
相
談
に
予
約
制
導
入

　

青
森
地
方
法
務
局
で
は
、
登
記
相

談
を
利
用
さ
れ
る
方
を
長
時
間
お
待

た
せ
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
９
月

１
日 （
月
）か
ら
相
談
の
予
約
制
を
導

入
し
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
ま
た
は
窓
口
に
お

越
し
の
う
え
、
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
予
約
は
８
月
25
日 ︵
月
︶か

ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
相
談
時
間

は
20
分
以
内
で
無
料
で
す
。

むつ市情報ポケット

む
つ
市
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
会
議
室

〈
ど
ん
な
〉

講
義
と
実
技
を
笑
い
と
体
を
動
か

し
て
学
び
ま
す
。

〈
定
員
〉20
名

〈
参
加
費
〉３
千
円

※
他
に
テ
キ
ス
ト
代
２
千
円

〈
そ
の
他
〉

 

・
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
の
単
位

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

 

・
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

 

・
運
動
の
で
き
る
軽
装
で
お
い
で
く

だ
さ
い
。

 

・
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
昼
食
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

　
む
つ
・
下
北
地
区

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

(
22

−

６
９
１
２

 thom
as09papa@

yahoo.co.jp

 

大
畑
ふ
る
さ
と
祭
り
・

 　
　
　
　

 

花
火
大
会
開
催

〈
い
つ
〉８
月
15
日（
金
）午
後
３
時
～

〈
ど
こ
で
〉大
畑
漁
港
特
設
ス
テ
ー
ジ

〈
ど
ん
な
〉

大
畑
中
学
校
・
大
畑
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
演
奏
、
園
児
た
ち
に
よ

る
演
技
披
露
（
あ
す
な
ろ
保
育
園
・
こ

す
も
す
幼
稚
園
・
大
畑
中
央
保
育
所
）、

花
火
大
会（
午
後
７
時
30
分
～
）

※
内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

大
畑
町
商
工
会
(
34

−

３
５
０
０

 

８
月
だ
し（
山
車
）全
員
集
合
！

   

第
33
回 

田
名
部
高
校

 　
　
　

同
窓
会
の
集
い
開
催

　

今
年
も
恒
例
の
「
集
い
」を
開
催
し

ま
す
。
ミ
ニ
山
車
の
運
行
・
お
し
ま

こ
踊
り
等
、
下
北
の
夏
を
大
勢
の
同

窓
生
で
共
有
し
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
！

　

ラ
ス
ト
は
全
員
で
肩
を
組
ん
で
校

歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
♪

〈
い
つ
〉

　
８
月
15
日（
金
）午
後
６
時
30
分
～

〈
ど
こ
で
〉む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

１
階 

天
翔
の
間

〈
会
費
〉３
千
円

※
チ
ケ
ッ
ト
制
、
会
場
で
当
日
券
も
販
売

〈
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
〉

・

a
n
 
a
i
m
 T
O
K
Y
O

−

D
O

(
28

−

３
４
１
０

・
み
や
こ
カ
メ
ラ
(
22

−

２
４
３
０

・
花
月

　
　
　
　

(
23

−

７
４
４
６

〈
そ
の
他
〉

８
名
以
上
で
参
加
さ
れ
る
グ
ル
ー

プ
は
、
予
め
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ば
テ
ー
ブ
ル
を
確
保
し
ま
す
。

〈
問
合
せ
先
〉

田
名
部
高
校
同
窓
生
の
集
い
実
行
委
員
会

︵
第
42
期
生
・
平
成
元
年
度
卒
︶

上
路
(
０
９
０

−

４
０
９
３

−

２
５
８
４

相
馬
(
０
９
０

−

４
６
３
４

−

３
５
１
２

各
種
催
し
・
講
座 

等

 

大
湊
高
校
同
窓
会
総
会

 

懇
親
会
・
新
卒
者
激
励
会
開
催

　

こ
の
機
会
に
新
旧
の
交
流
を
温
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉８
月
15
日（
金
）

　
総
　
会 

午
後
５
時
30
分
～

　
懇
親
会 

午
後
６
時
30
分
～

〈
ど
こ
で
〉プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
む
つ

〈
会
費
〉４
千
円 

※
20
歳
未
満
は
千
円

〈
そ
の
他
〉

 

・
参
加
希
望
の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め

電
話
、
メ
ー
ル
等
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い（
懇
親
会
の
み
の
参
加
可
）。

 

・
記
念
撮
影
（
懇
親
会
開
会
前
）、

お
楽
し
み
抽
選
会
あ
り
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

大
湊
高
校
同
窓
会
事
務
局 

岩
﨑︵
39
期
︶

 

(
24

−

１
２
４
４

 dosokai-om
n.h@
asn.ed.jp

田
名
部
神
社
盆
踊
り
開
催

　

今
年
も
「
む
つ
市
合
同
盆
踊
り
」の

最
終
日
を
飾
る
、
市
民
参
加
の
盆
踊

り
を
実
施
し
ま
す
。
お
楽
し
み
抽
選

会
も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

〈
い
つ
〉８
月
16
日（
土
）

午
後
６
時
30
分
～

〈
ど
こ
で
〉田
名
部
神
社
境
内

〈
詳
し
く
は
〉

　
む
つ
商
工
会
議
所
振
興
課
内

　
む
つ
商
工
会
議
所
Ｔ
Ｍ
Ｏ

(
22

−

２
２
８
２

 

下
北
を
知
る
会

一
緒
に
田
名
部
祭
り
な
ど
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

下
北
を
知
る
会
は
下
北
検
定
合
格

者
有
志
で
結
成
し
た
会
で
す
。
地
域

の
歴
史
や
文
化
等
を
会
員
相
互
に
学

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
次
の
と
お
り
研
修
会

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

散
策
を
通
じ
て
、
下
北
を
も
っ
と
勉

強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
田
名
部
祭
り
に﹁
か
だ
ろ
う
！
﹂

〈
い
つ
〉８
月
18
日（
月
）午
後
９
時
～

〈
集
合
場
所
〉

田
名
部
神
社
前
、
明
盛
組
山
車
「
蛭

子
山
」集
合

※
雨
天
決
行
、
お
し
ま
こ
流
し
踊
り

終
了
後
に
集
合

○
大
湊
の
街
を﹁
あ
さ
ご
う
！
﹂

＆
大
湊
祭
り
に﹁
か
だ
ろ
う
！
﹂

〈
い
つ
〉９
月
７
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
～

〈
集
合
場
所
〉市
中
央
公
民
館

※
雨
天
決
行
、
昼
食
持
参
、
バ
ス
を

利
用（
自
己
負
担
）す
る
場
合
あ
り

○
紅
葉
狩
に
薬
研
を﹁
あ
さ
ご
う
！
﹂

＆
ミ
ナ
ガ
ダ
祭
に﹁
か
だ
ろ
う
！
﹂

〈
い
つ
〉10
月
18
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
～

〈
集
合
場
所
〉む
つ
来
さ
ま
い
館

※
雨
天
決
行
、
昼
食
持
参
、
自
家
用

車
利
用

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

下
北
を
知
る
会
事
務
局

 

(
０
９
０

−

９
７
４
２

−

６
４
７
６

 naka-m
asakari@

ezw
eb.ne.jp

 

第
８
回
に
こ
に
こ

 　
　

  

ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
開
催

〈
い
つ
〉８
月
31
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時（
雨
天
決
行
）

〈
ど
こ
で
〉早
掛
レ
イ
ク
サ
イ
ド
ヒ
ル

キ
ャ
ン
プ
場

〈
ど
ん
な
〉

障
が
い
者
の
み
な
さ
ん
が
、
み
ず

か
ら
野
菜
や
肉
を
切
り
、
焼
き

そ
ば
を
作
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
で
す
。

〈
参
加
費
〉

一
人
５
０
０
円（
保
険
代
を
含
む
）

〈
参
加
資
格
〉

　
16
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
、
知

的
障
が
い
者
、
在
宅
の
精
神
障
が

い
者
と
そ
の
家
族
や
関
係
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
者

〈
申
込
締
切
〉８
月
15
日（
金
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

精
神
保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ﹁
ス
マ
イ
ル
﹂

向
井

( 

22

−

８
８
４
８

２０１４年７月２５日号２０１４年７月２５日号



( 2 4 )( 2 5 )

むつ市情報ポケット むつ市情報ポケット

〈
定
員
〉20
名（
先
着
順
）

〈
準
備
す
る
も
の
〉

お
弁
当
（
ご
飯
の
み
）、
上
履
き
、
各

学
校
指
定
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ

ア
着
用

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

大
平
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

(
24

−

５
１
１
７︵
F
A
X
兼
用
︶

む
つ
商
工
会
議
所
職
員
募
集

　

平
成
27
年
4
月
採
用
予
定
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

〈
採
用
人
員
〉

　
大
卒（
卒
業
見
込
み
含
む
）１
名

〈
問
合
せ
先
〉

　
む
つ
商
工
会
議
所
総
務
課

(
22

−

２
２
８
１

小
・
中
学
校
講
師
募
集

 　

む
つ
市
内
や
下
北
郡
内
で
講
師
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

○
臨
時
講
師

　
小
学
校
教
諭
⋮
若
干
名

　
中
学
校
教
諭（
家
庭
）
⋮
１
名

○
非
常
勤
講
師

中
学
校
教
諭（
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
英
語
）
⋮
若
干
名

〈
問
合
せ
先
〉

下
北
教
育
事
務
所
総
務
課

折
舘

(
22

−

１
３
５
１

募
集
し
ま
す

 
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業

研
究
施
設
見
学
団
体
募
集

 　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
原
子
燃
料
サ

イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
し

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
北
海
道

幌
延
町
に
あ
る
幌
延
深
地
層
研
究
セ

ン
タ
ー
の
見
学
を
希
望
す
る
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
原
子
力
発
電
所

か
ら
出
る
使
用
済
燃
料
か
ら
ま
だ
使

え
る
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
回

収
し
た
後
に
残
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
を
地
中
深
く
に
処
分
す
る
た

め
の
地
層
科
学
研
究
や
地
層
処
分
研

究
が
行
わ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

〈
い
つ
〉10
月
８
日（
水
）
～
10
日（
金
）

※
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
応
募
団
体
と
調

整
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

〈
ど
ん
な
〉

専
門
の
講
師
に
よ
る
原
子
燃
料
サ

イ
ク
ル
事
業
の
概
要
に
関
す
る
事

前
勉
強
会
、
幌
延
深
地
層
研
究
セ

ン
タ
ー
ほ
か
関
連
施
設
見
学

〈
対
象
〉

市
内
の
1
団
体
15
名
程
度
で
、
こ

れ
ま
で
幌
延
深
地
層
研
究
セ
ン

タ
ー
見
学
会
へ
参
加
し
た
こ
と
の

な
い
方

〈
参
加
費
〉無
料

〈
申
込
方
法
〉

申
込
書
は
市
企
画
調
整
課
お
よ
び

各
庁
舎
管
理
課
に
あ
り
ま
す
。
郵

送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
書
類
の
お
取
り

寄
せ
や
お
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉８
月
15
日（
金
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

市
企
画
調
整
課
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
担
当

 

(
22

−

１
１
１
１
内
線
２
３
３
３

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
、
心
理
学･

福
祉
・
経
済･

歴
史･
文
学･

情
報･

自
然
科
学
な

ど
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

た
だ
今
10
月
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

〈
申
込
締
切
〉８
月
31
日（
日
）必
着

※
放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー
む

つ
校
（
市
立
図
書
館
内
）で
は
、
放

送
大
学
生
以
外
の
方
の
教
材
視
聴

も
可
能
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
単
位
認
定
・
教
材
の
貸
出
し
は

あ
り
ま
せ
ん
）

〈
問
合
せ
・
申
込
み
先
〉

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

(
０
１
７
２

−

38

−

０
５
０
０

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

(
０
１
７
８

−

70

−

１
６
６
３

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

: http://w
w
w
.ouj.ac.jp/

 

あ
お
も
り
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

 　
　

 

２
０
１
４
参
加
者
募
集

〈
い
つ
〉10
月
５
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
～

〈
ど
こ
で
〉

青
森
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー（
主
会
場
）

ホ
テ
ル
青
森（
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
会
場
）

〈
ど
ん
な
〉

障
が
い
者
の
職
業
能
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
企
業
や
社
会
一
般
の

人
々
が
障
が
い
者
に
対
す
る
理
解
と

認
識
を
深
め
、
そ
の
雇
用
の
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
指
し
、
日
本
語
ワ
ー

プ
ロ
・
表
計
算
・
D
T
P

・

ビ
ル
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
・
喫
茶
サ
ー
ビ
ス
の
競

技
を
行
い
ま
す
。

〈
申
込
締
切
〉９
月
１
日（
月
）

〈
そ
の
他
〉

参
加
資
格
な
ど
の
詳
細
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉

あ
お
も
り
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

２
０
１
４
実
行
委
員
会
事
務
局

(
０
１
７

−

７
２
１

−

２
１
２
５

０
１
７

−

７
２
１

−

２
１
２
７

 

高
校
生
保
育
体
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

〈
い
つ
〉８
月
４
日（
月
）

　
　
　
～
８
日（
金
）の
希
望
す
る
日

午
前
９
時
～
午
後
１
時

〈
ど
こ
で
〉大
平
保
育
園

〈
対
象
〉市
内
の
高
校
生

あ
お
も
り
検
定
２
０
１
４
開
催

　

青
森
県
の
歴
史
・
文
化
・
観
光
・

自
然
な
ど
多
分
野
に
わ
た
り
、
あ
な

た
の
青
森
通
を
認
定
す
る
検
定
試
験

で
す
。
あ
お
も
り
県
民
カ
レ
ッ
ジ
単

位
認
定
講
座
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
い
つ
〉９
月
21
日（
日
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

〈
ど
こ
で
〉む
つ
来
さ
ま
い
館 

ほ
か

〈
受
験
料
〉

初
級
　
　
　
３
千
円

中
・
上
級
　
４
千
円

学
生
各
級
　
１
千
円

※
小
学
生
か
ら
大
学
、
大
学
院
、
専
門

学
生

〈
申
込
期
日
〉８
月
25
日（
月
）ま
で

あ
お
も
り
検
定
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
払
込
取
扱
票
（
申

込
書
）を
使
用
し
、
郵
便
局
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉青
森
商
工
会
議
所
内

あ
お
も
り
検
定
事
務
局

(
０
１
７

−

７
３
４

−

１
３
１
１

: http://w
w
w
.acci.or.jp/kentei/

 

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

か
ら
の
お
知
ら
せ

○
離
職
者
等
再
就
職
訓
練

﹁
医
療
事
務
科
﹂

〈
い
つ
〉

　
９
月
３
日（
水
）
～
12
月
２
日（
火
）

　
平
日
の
午
前
９
時
20
分
～
午
後
３
時
50
分

〈
ど
こ
で
〉市
内
民
間
訓
練
施
設（
予
定
）

〈
ど
ん
な
〉

医
療
事
務
の
知
識
お
よ
び
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
関
連
知
識
と
あ
わ
せ
て

調
剤
薬
局
業
務
を
習
得
し
ま
す
。

〈
対
象
〉

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
込
み

を
行
な
っ
て
い
る
方
。
離
職
者
等

で
職
業
に
必
要
な
技
能
お
よ
び
知

識
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
方
。

〈
受
講
料
・
定
員
〉無
料
・
20
名

（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
、
約
２
万
３
千

円
程
度
の
自
己
負
担
あ
り
）

〈
募
集
期
間
〉

　
８
月
１
日（
金
）
～
20
日（
水
）

〈
応
募
先
〉最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

○
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

事
前
講
習

〈
い
つ
〉

　
９
月
１
日（
月
）、
３
日（
水
）、

　
５
日（
金
）、
８
日（
月
）、
10
日（
水
）

〈
ど
こ
で
〉

　
県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

〈
対
象
〉

在
職
者
で
試
験
の
受
験
者

〈
定
員
〉10
名

〈
受
講
料
〉１
千
３
０
０
円

〈
応
募
締
切
〉８
月
６
日（
水
）

〈
問
合
せ
・
申
込
先
〉　

県
立
む
つ
高
等
技
術
専
門
校

(
24

−

１
２
３
４

下北文化会館・大ホール8月の催し物案内

10日（日）①10:30～② 12:45～③ 14:45～ … 《大人1,000円他 》
  映画上映『アナと雪の女王』
16日（土）10:00～開会式・17日（日）16:00～閉会式  《関係者 》
  第69回 市町村対抗青森県民体育大会

〈詳しくは〉
下北文化会館 (22-8411 : http://shimobun.com

春 夏 秋 冬
短　歌

昼
下
が
り
の
路
地
夫
と
行
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
そ
こ
こ
こ
そ
こ
に
ム
ス
カ
リ
の
瑠
璃

山　

本　

博　

子

四
・
五
匹
で
夕
べ
現
わ
る
猫
追
へ
ば
親
は
身
構
え
仔
ら
逃
げ
散
り
ぬ

若　

木　

幸　

子

幾
た
び
も
乗
り
越
え
て
き
し
病
な
り
心
強
く
し
我
が
身
励
ま
す

千　

葉　

鈴　

子

海
猫
が
あ
ま
た
群
れ
ゐ
る
ち
ぢ
り
浜
の
水
平
線
を
閉
ざ
す
夏
霧

立　

花　

惠　

子

俳　句

齢
か
さ
ね
句
成
り
難
し
麦
の
秋

篠　

塚　

マ　

サ

母
在
り
て
こ
そ
の
故
郷
や
軒
菖
蒲

宮　

浦　

雅　

子

村
歌
舞
伎
幕
合
長
く
星
涼
し

雪　

田　

一　

石

洗
濯
を
探
し
て
洗
う
梅
雨
合
間

久
保
田　

和
加
子

満
潮
の
川
縦
横
に
夏
つ
ば
め

相　

馬　

禮　

子

青
嵐
代
官
山
の
麓
ま
で

三　

上　

敦　

子

夏
に
入
る
漬
桶
洗
ひ
次
作
練
る

小　

友　

ま
り
子

グ
ラ
ン
ド
に
白
球
は
じ
け
夏
来
る

山　

崎　

美
津
江

あ
て
先
を
彼
の
人
と
決
め
落
し
文

川　

口　

巖　

渓

大
の
字
に
屋
根
職
人
の
昼
寝
か
な

菊　

池　

嘉　

任

川　柳

さ
あ
撮
っ
て
日
付
が
何
よ
り
大
事
で
す

出　

崎　

忠　

華

暗
闇
を
掴
ん
で
み
れ
ば
俺
の
顔

石　

倉　

岳　

人

道
半
ば
故
郷
の
空
遠
い
こ
と

山
田　

す
き
ま
風

里
桜
こ
ん
な
に
も
い
い
酔
い
心
地

杉　

本　

一　

道

6
月
25
日
号
掲
載
の
俳
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、

芝
桜
緋
色
敷
き
詰
め
蜑
の
家

杉　

山　

畝　

女

訂
正
し
て
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

と
し
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通常は毎月10日および 25日に発行

※発行日が土曜・日曜の場合は月曜日発行、祝日の場合は

翌日の発行となります。
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ある日、どこかで… 

　川内庁舎隣接のかわうち・まりん・びーちには、毎年たくさんのアマ藻が打ち上げられ困っています。市民のみなさ

んや観光客に、きれいなまりん・びーちを楽しんでもらうため、例年は重機などを使って整備していましたが、今年は

市民みなさんの協力により、市民協働で手作業のクリーン作戦を行いました。

　市政だよりやフェイスブックでの呼びかけで、約80名の市民が集まり、宮下市長も駆

けつけて、みなさんで楽しくアマ藻を袋につめて片付けることができました。

　このアマ藻は埋め立て処分しますが、農業肥料としての活用も検討しています。

　来年度以降も、市民協働によるクリーン作戦を行いますので、ご協力をよろしくお願い

します。

　7月 3日から７日にかけて、当市と姉妹都市のア

メリカ合衆国ワシントン州ポート・エンジェルス市

から、女子中学生のソフトボールチーム「IMPACT 

JAPAN」のメンバーら14名が来市しました。市役

所本庁舎に到着した訪問団は、ホームステイ先のホ

ストファミリーから熱烈な歓迎を受けていました。

　コーチらの表敬訪問を受けた宮下市長は、むつ

市のうまいものや、アゲハの夜景などを英語を交

えながら紹介していました。

　滞在中は、学校訪問やソフトボールの試合のほか

バーベキューなどを行い、交流を更に深めていまし

た。

　来年は、ポート・エンジェルス市との姉妹都市盟

約締結20周年の節目の年であり、たくさんのポー

ト・エンジェルス市民をお迎えする予定です。

7 月 5 日（土）　かわうち・まりん・びーちアマ藻クリーン大作戦

7月 3日（木）～ 7日（月）　ポート・エンジェルス市訪問団と交流

２０１４年７月２５日号

 ●  編集・発行 むつ市総務政策部市民連携広報課  ( 0175-22-1111

　 〒035-8686 青森県むつ市中央一丁目 8番１号
　   info@city.mutsu.lg.jp
:    http://www.city.mutsu.lg.jp
　    https://www.facebook.com/mutsu.city（市公式フェイスブック）
  http://www.city.mutsu.lg.jp/mob/（右の QRコードでアクセスできます）

総人口 61,813 人（－   9人） 総世帯数 29,366 世帯（＋  10世帯）

むつ地区 48,018人（＋   9人） 川内地区 4,406人（－   8 人）

大畑地区 7,578人（－   9人） 脇野沢地区 1,811人（－    1人）
（　 ）内は前月比

むつ市の人口・世帯数 （ 7 月1日現在） ※住民基本台帳による


